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は　じ　め　に

　「あめもふる」「ふりもする」などの「も」は，従来の国文法では，“助調”

として一語あつかいにされてきた。しかし，この「も」は，語彙的意味をもた

ず，また，独立では文の構成要素とならず，名詞なり動詞なりの語形をつくる

ための文法的な接辞に，すぎない。注1）松丁大三郎2924「標準中本文法」は，い

わゆるヒ三二”をtt念詞”（単語）の材料であるtt旧辞”（形態素）の一種と

み，助詞のくっついたものを単語の語形とみた。

　松下1924は，q晶詞の一一般的偶性，，の章で，いわゆるtt係助調，，，門門認，

のついたかたちをtt連用発呼の提示格”としてとらえ，さらに，そのうちの，

「は」のつくもの（分説）と「も」のつくもの（合説）を衆題目格”として，

それらのつかないtt非題目格”と対立させた。つまり，松下は，「酒をも」「酒

にも」「主人も」「泣きても」「遠くもJ「傲然とも」などを，それぞれひとつの

語形としてとらえたのである。

　松下は「ふりもする」などを単位としてとらえなかったけれども，丁田幸一

1948「日本語文法の輪郭」は，「Naki　mo　sinai　si，　warai　mo　sinai」のよう

なものを，｛英語で一つの動詞を分解して、do＋原形　という形にする”のと

対塊して，これをひとつの単位とみとめた諦2）宮田はq助詞”を単語とみと

め，t｛だいたい普通の文法でいう「係助詞」に当る”ものをtt取立て助詞”と

よんだが，「なきもしない」をひとつの語形三脚とみたところは，松下よりも

すすんでいる。

　教科研1963「文法教育」は，ttとりたて”を形態論上のカテゴリーとし，名

講，動詞，名詞の用言なみの語形，形容詞・形容動詞のそれぞれにttとりた

て”の節をもうけて，t‘とりたて形”という名称をあたえた。

　この研究でttとりたて形”というのは，・教科研1963にしたがったものであ

る。つまり，「とりたて形」とは，とりたて助辞をくっつけることによって，
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…定の陳述的な意味ないし機能を付与された語形のことである。なお，いろん

な単語，また，その語形の，「も」によるとりたて形のつくりかたは，三王部

でのべる。

　「も」によるとりたて形については，山田孝雄1908「臼本文法論」以来，お

おくの研究があるが，なかでも，松下1930「標準EI本iコ語法」と佐久閾鼎1940

「現代日本語法の研究」は，この語形の性格と用法をあきらかにしたものとし

てあっかわれている。また，圏立圏語研究所1951r現千随語の助詞・助動講一一

海法と実例一」（永野賢執筆）i・1三3）1ま，喝憶義・用法”の，はじめてのもうら的

な記述であり，また，松村明1971賠本文法大辞典一1の「も」の項（阪田砂子

執筆）i3三4）は，現在の蟹文法での「も」の研究の水準をしめすものとかんがえて

よいだろう。これらを申心に，他の研炎文献もふくめて，それらを検討しなが

ら，論をすすめたい。

　この研究は，文学作贔，そのほか実際につかわれた資料（さいごにあげる）

の分析を中心にして，rも」によるとりたて形の，かたちづくり，意昧，機能

を記述するものである。方法論上の問題は，それぞれの事項をとりあつかうな

かでのべていくが，意味と機能との関連に重点をおいて，研究をすすめたつも

りである。

1　かたちづくり

0．　讐妾続”とヒ曜かたちつくり”

　従来の匡1文法では，いわゆるtc助詞，，を単語としてとらえたため，単語のか

たちづくりの観点からの記述がおこなわれなかった。そして，璽洋鵡”という

概念のもとに，どんなtt語”につづくか，また，活用語ならば，どんなtt活島

形”につくかが記述されただけで，そのつ爵用形”がどんな形態論的な性格を

もっているかも検討されなかった。

　たとえば，阪田1971のil蟹のところは，つぎのようにかかれている。

①体書および準体助詞につく。繊きょうもいい天気だ／インクは青いのも黒い

のもあります②活用語の連用形につく。露せっかくたずねて来たのに，彼は

会いもしなかった／5れしくも悲しくもありません／それほど便利でもないよ
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うだ／ほめられもしなかったが，刷に叱られもしなかった／そんなことは聞き

たくもない（以下略）

　①において，「きょう」が体言で，「の」が準体助詞であることをいちおうみ

とめるとして，たしかに，それらが「も」のまえにあるのだけれども，それで

は，「も」でとりたてなければ，どうなるかというと，そのことは記述されて

いない。とりたて形にならないばあいをかんがえてみるのに，「きょうも」は，

「も」のない「きょう」になるのだが，「青いのも」のほうは，「も」をとりの

ぞいたr青いの」ではなくて，それに「が」のついた「青いのが」になるだろ

う。このように，もとのかたちと対比すると，竃接続”を記述しただけでは，

十分な記述にならないことになる。つまり，「きょう」を「も」でとりたてる

ときには，そのまま「も」をつけ，「青いのが」を「も」でとりたてるときに

は，「が」をとりさって，そのかわりに「も」をつけるのだというふうに記述

しなければならないのである。

　それでも，①はまだtt文節”の内部でことがおさまっているけれども，②に

なると，もっとやっかいなことがおこる。「会いもしなかった」というのは，

「会わなかった」をとりたてたものである。意味的には，「会いも1があうこ

とをとりたてたのだともいえるけれども，形式的にみれば，もとのかたちが

「あいを　しなかった」であるというのはむりなので，形態論納な説明として

は，やはり，「あいもしなかった」は「あわなかった」をとりたてたかたちだ

というべきであろう。そうすると，「あわなかった」というひとつのtt文節”

を「も」でとりたてることによって，「あいも　しなかった」という，ふたつの

CC

ｶ節”からなる構成物ができたのである。しかも，もともとt｛連用形”でな

かったものが尾謹用形”になっている。だから，ここのところをきちんと記述

するとすれば，「あわなかった」・は，「あい」というttme用形”にして，それに

「も」をつけ，それを「しなかった」とくみあわせて，「あいも　しなかった」

にするのだというふうにしなければならないのである。

　それでは，もともとtt連用形”であるものに「も」を接続させることができ

るのであろうか。ここで，おなじく松村1971「日本文法大辞典」の「連用形」

の項（坂梨隆三執筆）から動詞の連用形の例をあげてみる。（つぎのでぜんぶ）
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　　　　花咲き，鳥歌う／雨に濡れ，風邪をひいた／百メートル下に転落し，けがもし

　　　　なかった／急ぎ帰る／話し続ける／呼び出す／遊びに行く／飛んで／立って

　これらのあとに「も」を接続させると「咲きも／濡れも／転落しも／急ぎも

／話しも続ける／呼びも出す／遊びもに行く／飛んもで／立つもて」となっ

て，どれひとつとして可能なものはない。この事実にもとついて記述するとす

れば，「も」は動詞の連用形には接続しないということになる。そうすると，

聖括用語の連用形につく，，ということは，いったいどういうことなのか。この

ことが，あらためて問いなおされなけれぽならなくなるだろう。

　じつは，坂ap1971は，“①助詞・助動詞をつけずに用いられる”聖②助詞・助

動詞に続いて用いられる”のふたつにわかれており，①の◎に璽蓮用形は体雷

と同じ資格にもなる”として，うえの「遊びに行く」をあげているので，「あ

いもしなかった」は，おそらくここにはいるのだろう。もし，そうならば，「も」

の璽接続”のほうも，そのむねがしるされなければならない。しかし，一方，

“形容詞”・ヒ山容動詞”のほうは，r皐く走る」も「静かに流れる」も（ともに坂

梨の例），そのまま「も」がっきそうである。だとすると，これらをひっくる

めてtt活用語の連用形につく”とのべていることは，更｛接続”という概念がか

なりおおざっぱなものだということをものがたっているといえるだろう。

　宮田1948は，動調のとりたてについて，つぎのように記述している。油5）

　　　　一つの動詞を分解して，原形十suruという形となし，その原形のつぎに取立

　　　　て助詞を入れるのである。たとえば，arukuという動平なら，これを分解して

　　　　aruki＋suru　という形となし，そのarukiのつぎに取立て助詞を入れて，

　　　　arukiωαsuru，　aruki〃no　suruな：どというのである。

　宮田の論には，助調をきりはなすという不徹底なところもあるが，それで

も，分析的な語形注6）を一語形相当のものとしてとらえているので，このよう

な記述ができるのである。

　これに似たあつかいはAlfonso　1971「Japanese　Language　Pattern」にも

あり，「hanashi　MO　kiki　MO　shimasenJや「yasashiku　MO　muzukashiku

MO　arlmasenj　Nmp　richlgatsu　DE　MO　nigatsu　DE　MO　arimasen］　ts　EA　fal，

それぞれパターンとしてあつかっている。注7）

　従来の圏文法の“接続”というとらえかたは，語形の観念のないところに，
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形態馬上の基本的な欠陥をもつ。つまり，ttかくかくしかじかの単語は，ある

いは，かくかくしかじかの単語のかくかくしかじかの平野は，かくかくしかじ

かのかたちに「も」を接続させて，とりたて形をつくる”としなければならな

い記述の，重要なまえ半分（一一・・のところ）がすっぽりぬけているところに

第一の欠陥があり，できあがったとりたて形が，分析形をふくめて，どのよう

な語形であるか（鶏一勢のところ）についての記述がないところに第二の欠陥

がある。じゅうぶんな記述は，たとえば，qヒ名詞のガ絡（ヤマガ）は，ガをと

りさった語幹部（ヤマ）に「も」をつけて，（ヤマモという）とりたて形にす

る”tt名詞の述語形（ヤマダ）はコピュラ接辞（ダ）をなかどめ形（デ）にし

て，それに「も」をつけ（ヤマデモ），それをコピュラ「ある」とくみあわせ

て，（ヤマデモアルという）とりたて形にする”としなければならないのであ

る。

　ttかたちづくり”というのは，ここでは，いろんな語形を，「も」によるとり

たて形にするのに，どのようなてつづきをとるかということである。tt接続”

というとらえかたをしなかったのは，以上のような理由による。

　なお，ここで形態論上のかんがえかたや用語のつかいかたは，主として，鈴

木璽幸1972「日本語文法・形態論」洪8），高橋太郎1975r幼児語の形態論的な分

析一二二・形容詞・述語名詞一」によることにする。

　rも」によるとりたて形のかたちづくりは，おおまかに，つぎのようにいう

ことができる。

　i）　「も」によるとりたて形は，名詞，動詞，形容詞，躍詞，後置詞，コピ

　　、。ラなど，いろんな品詞に属する単語によって，そのかたちがとられる。

　ii）名詞については，原則として，とりたて助瀦「も」が格形式のあとにつ

　　くというてつづきによって，つくられる。

　しかし，こまかにみていくと，「もjによるとりたて形をとらない単語もあ

るし，また，おなじ単語であっても，また，おなじ語形であっても，構文的な

機能によって，このかたちをとりえないものもある。また，このかたちから発

展して，派生形または派生語になったものもある。そのようなことについて，
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以下，燕詞ごとにのべていく。

1、名　　　詞

　1）　連用的な格形式のあとに「も」がっく。ただし，ガ格のばあいは，「が」

をとりさって「も」をつける。

　　　　山も，由をも，山にも，　ILIでも，山とも，由へも，山からも，山までも

　ヲ格は，ハダカ格・ガ格のばあいとホモニムな「山も．iになることがおおいが，

「山をも」になることもある。

　　（1）　家族構成の変化は，家族のもつ機能をも大きく変えた。（学問267）

　「山でも」は，デ格のとりたてのことであって，「でも」によるとりたてのこ

とではない。

　　（2）　卵は［難分の家でも食った。（生濡205）……………………［家で十も］

　　（3）ね，よかったらお蕎麦でも食べて行かない。（放浪247）…［おそば十でも］

　「山よりも」は「山より」の異形態であろう。

　　（4）　隠妓達三はや、甲高く，年令よりも落い声をしてみた。（婦郷317）

　2）　連体格は，「も」によってとりたてることができない。

　3）　準体助辞「の」のついたものは，ふつうの名調のばあいとおなじであ

る。

　　　　山のも，山のにも，山のとも，など

　　（5）そのハレーションに薄肉色のもあるし，黄薔薇色のもある。（河口308）
　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　あなた　　　　　　　　　　　　　
　　（6）　あ、瀬川i濤のも藩しい境遇だが，貴方のも苦しい境遇だ。（破戒324）

　4）　述語形のばあいには，「だ」を「で」にして，コピュラ「ある」とくみ

あわせる。

　　（7）かれらは，みんななかなかの文筆家でもあった。（高崎38）

　5）　ひっくりかえしや省略の文の文末において「山もだ」「山もか」r山も

さ」「山もよ」のような形式をとることができる。（「は」によるとりたて形は，

このようなてつづきがとれない。）

　　（8）　ブルータス，おまえ．もか0

　6）　ある種のとりたて形式は，さらに，「も」でとりたてることができる。

　　　　山だけも，山ばかりも，山ほども，山ぐらいも，山なども，山なんぞも，由な

　　　　んかも，山すらも，由さえも，山までも，など
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　　（9）幹部連の内輪揉めなんぞも，原因はそこいらのむつかしい産業政策にあるら

　　　　しいやうですね。（真知145）

　　（10）そのくらみの事情さへも行介には分ってみなかった。（波353）

　つぎのようなとりたて形式は，「も」でとりたてることができない。

　　　　X山はも，×山こそも，×山でもも，×山なんても，x山しかも

　格形式のあとにある種のとりたて助辞をつけ，さらに「も」をつけることが

ある。

　　　　山にばかりも，由へさえも，山にまでも

　　（ll）未解決なものを持っているので，子供への愛：情にまでも素直に入ってゆけな

　　　　いのではないかしら，と（くれ22）

　7）　ある種のならべ形式のあとに「も」をつけることができる。

　　　　山だの川だのも，山とか川とかも，山なり川なりも，山と川とも，山や川やも

　つぎのようなならべ形式にはつかない。

　　　　×山に川にも，×山か川かも（「か」が終助辞であるばあいにはっく）

　8）　ある種の不定代名詞や数量名調の基本形の「も」によるとりたて形を語

幹にしたものは，ガ格，二格，ノ格などになって，曲用へのきざしをみせてい

る。このうちの，不定称の代名詞に「も」のついたものは，いろんな点からみ

て，べつの全称代名詞に派生しているとおもわれ（U－7，付），また，そのな

かでも「いつも」は，完全に派生をとげているといえよう。

　　　　だれもが，どれもが，なにもかもが，どれもこれもが，どのひともが，何頭も

　　　　が

　　　　なにもかもに，どれもに，何人もに

　　　　いくつもの，何人もの，巨人もの，百年も干年もの

　　　　いつもと，いつもより，いつもの，いつもは，いつもも

　　（12）それほど私には，その何もかもが親しくなってみる。（風立162）

　　（13）一畳夜のうちに延べ九千リットルもの甑液を，受けて押し出すという，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人工364）

　つぎの例は，すこしいりくんだ文だが，実際に使用されたものである。

　　（14）彼は，カンペ版は［質屋で］流れた筈だったから，レクラムの鶴冊本選集で

　　　　何もかもにして一研究室にエルスター版のあることを誰か教えてくれたが兇

　　　　に行く元気もなかった。（むら330）［レクラム版だけよんで，なにもかもよん

　　　　だことにしておく。］
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　今回の資料には見あたらなかったが，つぎの2例のような，二格もあるとお

もう。

　　（15）いくつかの例文をつくったが，そのどれもに不満を感じた。（資料外）

　　（16）　きつねにばかされた経験をもつひとはおおい。わたしは，何人もに，そうい

　　　　うはなしをきいている。（資料外）

9）　動詞・形容調の文法的派生名詞湛三9）

動詞や形容詞の連体形に準体助辞の「の」がついて，名詞と同様に誤用する

ものも，名詞と同様に「も」のとりたて形をもつ。

　　　　よむのも，あかいのも，きれいなのも，よむのにも，よむのとも

　また，準体助辞をともなわず，連体形とホモニムなかたちで，この用法とな

るものが，化石的にのこっている。

　　　　みるもあわれな，よむもよしょまぬもよし

　　　　きれい（な）もきたないもあるものか

10）句や節をひとまとまりにして，ひとつの名詞のように文中ではたらかせ

ることがある。これらが「も」によってとりたてられることがある。

　　　　山か川かもわからない，だれがいくかもきめてない。

　　（17）いえ私はもう死んで了ひましたも岡じなんで御座います。（破戒324）
　　　　　げたぶん
　　（18）外聞悪いも何んにも知んねえんだな（土182）

2．　動　　　詞

　1）　動詞は，第一なかどめ形にして「も」をつけ，「する1とくみあわせる。

つまり分析的な形式となる。

　このばあい，「する」は，補助動詞のようになり，この「する」が，機能，

ムード，テンスなどによって，かたちをかえる。つまり，この分析形は，それ

自身が文法的な派生動詞注王0）となる。この点で，この形式は，ttとりたて形”

というよりもttとりたて動詞”というほうがよいかもしれない。

　　　　よみもする，よみもした，よみもしよう，よみもし，よみもして，よみもすれ

　　　　ば，など

　　（19）排他的な行為や言葉はどんなささやかなものでも，それが共同生活のなかで

　　　　のものであるだけに，雰常にどぎつい印象を与へもするし，特別な洗意をそそり

　　　　もする。（生活165）

　　（20）　それに，佐々なんて，大きい目から見たら，やっぱり何処の誰だか判りもしな
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　　　　い名の一つよ。（伸子194）

　　（21）以繭とは比べものにならないほど落ちつきもし，もの馴れてもみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（多情304）

　　（22）堺麗の妻は（中略）娘の出生をあまり悦びもせず，（河曝331）

　　（23）　このくつしたは・あしのサイズにしたがって・ちぢみもすれば・、．のびもしま

　　　　す。（資料外）

　2）　派生動詞やあわせ動詞も，おなじてつづきをとる。

　　（24・）　だんだん投書も少なくなるし，内地の現代向きの人に代へうと始終編輯主任

　　　　に攻撃されもしますが，なに，これだけは死ぬまで人にはやらせない積りで

　　　　づ謄。　（河田298）

　　（25）然し彼は，立ちあがらうともしず，笑ひかけもしず，なほさら需葉もかけず
　　　　　　　　　　　　みすく　　　　に，そのまま静かに下等んでみた。（多情367）

　3）可能動詞「よめる」「ねられる」などは，2）によDて，「よあもする」

「ねられもする」とするが，そのほか，可能動詞にするまえにとりたてにして

から，その「する」を「できる」にするてつづきもある。

　　（26）　折角興れたものを棄てられもせず（思出230）

　　（27）二人の巡査電，街のわいわい連中も彼を頚1へもできず，大きい波を打って右

　　　　殺三左率差二した。　（ik文巨ヨ172）

　なお，rすることもできる」は，「することができる」のとりたてである。

　4）ふるくは，あわせ動詞のまえ要素のあとに「も」をつけることができた

ようであるが，現代語では，それが化石的にのこっているだけである。

　　　　おもいもかけぬ，かんがえもおよぼぬ，おもいももうけぬ，おもいもよらず，

　　　　とりもなおさず

　　（28）　また思いも設けぬ偶然の出来事で，途方もない，ほとんど儒じられぬような

　　　　死に方をするものもある。（出家214）

　5）語根部の独立しやすいサ変動詞は，おおくのばあい，語根のうしろに

「も」をつける。

　　（29）　その途中彼は或は林中尉殿はどこか道でおとしたものと考えるかも知れない

　　　　な：どと夢想～もした。（；真空181）

　　（30）岡じ二十一日，＝・　＝t　一：eクや西ドイツの観測所では，慧星が近口点通過後

　　　　も，分裂も消滅もしなかった模様であると発表し，関係薪を驚かせた。（未知327）

　なお，今回の資料にはなかったが「存在しもしない」のような，1）のてつづ
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きによるものもあるだろう。

　6）第二なかどめと補助動詞をくみあわせた分析形のばあい，第二なかどめ

形のあとに「も」をつけるものと，補助動詞をとりたてにするものとがある。

そのどちらにするかについては，それぞれの形式ごとにかたよりがあるようで，

資料のかずもアンバランスであるが，両方のとりたて形になる可能性があるだ

ろう。

　　（3玉）　イギリス文学科を出る緒方が今日の集まりに来ようなどとは安吉は考えても

　　　　いなかった。（むら327）

　　（32）一度は人から馬鹿にされてもみなければと思ひ痩したりして（機械24）

　　（33）石臼のやうな木の根をかなり離れた所まで持ち上げて運んでも行くし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生活223）

　　（30　私をそだててくれもしない母親なんてありようがないのだし（放浪295）

　　（35）　いつまでもまごまごしてゐられもしなかった。（多情314）

　7）　「～しょうとする」「～したりする」は，「～しょうともする」「～したり

もする」にすることができる。

　　（36）　榊吉は黒味線の擾で撲られた跡を理岱鑑ゑ翻も姓，ごろごろしてみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（夫婦25）

　　（37）　いま川の流れてみるとこに，そっくり塩が豊せた．り引いたりもしてみなの

　　　　だ。（銀河275）

　8）　以上にのべたものは，いずれもCtとりたて動詞”のような性格をもつも

のであるが，せまい意味での語形のとりたてとしては，「して」「してから」

「しながら」「しつつ」のような分詞形を「も」でとりたてたかたちがある。

　　（38）少しは私の身になっても考へて発るがいい。（伸子玉50）

　　（39）寝床に入ってからも丑松は長いこと眠られなかった。（破戒139）

　　（40）歩きながらも，彼は，決して，駒子の先きを歩かないように，注意してい

　　　　た。（自由71）

　　（41）理想は現実と無限の距離を保ちつつもなほ理想としての権利を失はずに行く

　　　　ことが出来るが（人格39）

　このうち，第二なかどめ「して」のばあいは，（38）もそうだが，「にてもく

ったし，やいてもくった」のように，修飾語になる用法にかぎられる。「して

も」が述語的な用法でつかわれると，ゆずり形湘1）になってしまうからであ

るQ
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　　（42）入聞は幾つになっても中学生のこsろは遺ってゐます。（河明298）

　第二なかどめの「も」によるとりたて形は，ひじょうにすくなく，今回の資

料にも，ほとんどあらわれなかった。しかし，これがないわけではなく，ま

た，つぎのように耐用句化して，副詞や接続詞に相当するものとなっているも

のもある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　（43）　直方の町は明けても暮れても煤けて暗い空であった。（放浪6）

　　（44）寝ても覚めても，結局は死んでしまいたい事に話が落ちるけれど（放浪31）

　　（45）それにつけても，想い出すのはママの事ばかり。（石森史郎1972「旅の重さ」

　　　　26場）

　動詞の第二なかどめが後置詞化すると，自由に「も」でとりたてられる。そ

の例は，「5．後置詞」のところにある。

3．　　　X多　　　容　　　言司泣12）

　1）　形容詞も，動詞と同様，「も」によって，ttとりたて形容詞”をつくる。

肯定のばあいは，なかどめに「も」をつけて，コピュラ「ある」とくみあわせ

る。否定のばあいも，なかどめに「も」をつける。

　　　　たかくもある，うつくしくもある，しずかでもある

　　　　たかくもない，うつくしくもない　しずかでもない

　　（46）　あの我儘な，そのくせ，いやに気をつかう女が，叔父の家へ，一ヵ月も泊っ

　　　　てるというのは，不思議でもあり，おかしくもあった。（自由336）

　　（47）急に春めいてきていて，裸足の足が冷たくもない。（むら352）

　　（48）広くもない畑へ残らずが一度に鍬を入れるので（土176）

　2）「あかかったりする！rしずかだったりする」は，動詞と同様，「～たり」

のあとに「も」をつけて，とりたてることができる。

　　（49）谷の水は，1博に異様にくろかったりもした。（資料外）

　3）第一なかどめに「も」をつけて，とりたて形にする。

　　（50）　僕は一女子に先を越されたと思へば腹立たしくも，また鈴江震の勇気を心地

　　　　よくも思った。（思出214）

　　（51）　それでも不自然にも思はれなければ怖ろしくもなかった。（真知180）

　　（52）　この意地こそは誠に凄じくも壮大なものと書はねばならぬ。（李陵195）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みじめ
　　（53）難攻不落と見えた「薩僑の城」の哀れにも滲な降服がかうまで速かに来よう

　　　　とは1（多清356）

　なお，第二なかどめに「も」をつけると，「たかくても」「しずかでも」のよ
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うにゆずり形になってしまう。また，「せまいながらも，たのしいわが家」の

「～ながらも」という形は，形容詞のばあいは，ゆずり形とかんがえたほうが

よいだろう。

　4）文法的な派生形容詞も，形容詞同様，「も」でとりたてることができる。

　　　　よみたくもある，よみたくもない；よみにくくもある，よみやすくもない；よ

　　　　みそうでもある，よみそうでもない，よまなそうでもある；よみそうもない，

　　　　よみそうにもない

　　（54）帰りたくもあり，帰りたくもなし，そういうあいまいな気持ちでいた彼は…

　　　　…　（旺山高211）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いぬ　　（55）　よほど手を入れなければ佳めそうもない家で（暗夜241）

　　（56）　それは，なみなみならぬ決心がなければ出来さうにもないことだったし，…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（多情341）

　うちけし動調の否定のばあいもある。

　　（57）一種のアセリのようなものが晃られなくもない。（抵抗300）

　第～なかどめの「も」によるとりたて形もある。

　　（58）そんなにくいたくもおもわなかった。（資料外）

　　（59）物質の置かれるべき世界はこれ以外にはありそうにも思えなかったのであ

　　　　る。（物質258）

4．　副　　　詞油13）

　1）副詞のなかには，「も」をつけてとりたて形にすることのできるものが

ある。

　　　　～的にも，みずからも，さっきも，こ5も，これまでにも，一般にも，あえな

　　　　くも，がんこにも，ぐうぜんにも，ふしぎにも，ふこうにも，むざんにも，ふ

　　　　そんにも，はやくも，なおも，またも，ああも，こんなにも，かくも，あまり

　　　　にも，いくえにも，かえすがえすも，いかようにも，しいても，むりにも，ま

　　　　がりなりにも，ともかくも，かりにも，ちっとも，すこしも，いささかも，し

　　　　ばらくも，にこりとも，びくりとも，わけなくも，ふかくも，はっきりも，そ

　　　　うも，など

　2）　慣用句のなかでだけとりたて形になるものもある。

　　　　ややもすれば，につちもさっちもいかない，いかんともしがたい，えもいわれ

　　　　ぬ，など

　3）　「も」によるとりたて形が副詞に派生したものもある。

　　　　からくも，ごうも，さても，こころならずも，さも，しかも，ぜひとも，どう
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　　　にも，どうも，なにぶんにも，なにも，ゆめにも，よにも，いやしくも，など

4）引用文「と」のとりたては，副調のとりたてと似ている。

　（60）　その声に混って「お一い」とも「ほ一い」とも聞える呼声が伝はって来た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塁予グく148）

　（61）　それなら，あんな生活を再び繰り返さない．ようにすればいいと杢思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（暗夜210）

5．後　置　詞

　1）連用的な後置詞は，ふつう，うしろに「も」をつけて，とりたて形にす

ることができる。

　　　　（ヲ格支配）のぞいても，おいても（措いても），など

　　　　（二格支配）おいても，対しても，際しても，よっても，とっても，ついて

　　　　　　　　　も，関しても，しても，など

　　　　（卜格支配）　し、っしょきこも，　くらべても，　フtζごど

　　　　（ノ格支配）ためにも，ときにも，など

　　（62）戦疇においても平時においても彼は永久に軍携大距たるべき入である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貧乏16D

　　（63）　照鷹の叔母さまに対してもさう思ってるわ。（真知184）

　　（61）　辺見霧にしても，堀i君にしても，粒選りの好漢が死んでしまって……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自門32）
　　　　　　　　　　　　　　な　　（65）　それで瀬川鱈の為にも異いて下さるといふものでせう。（破戒324）

　2）後置詞に支配される格形式は，一般に，格助辞のあとにとりたて助辞を

つけるてつづきによるとりたて形をとらない。

　　　　○山だけについて　×山にだけついて　○山についてだけ

　　　　○山だけに対して　×山にだけ対して　○山に対してだけ

　　　　○山だけに関して　×山にだけ関して　○山に関してだけ

　　　　　　　　　　　　×山にもついて　　○山についても

　　　　　　　　　　　　×山にも対して　　○山に対しても

　　　　　　　　　　　　×山｛’こも関して　　Ovl．iに関しても

　しかし，つぎのようなものは，「も」によってとりたてることができる。あ

るいは，これらは，まだ後置詞化しきっていないのかもしれない。

　　（66）　どうかすると叡知にも似た克明な批判力を持ってみた。（太陽119）

　　（67）　高鱒［録こはじまる金懸的な並寄せブ並塗も義ゑ盈庶ここに書き記した一

　　　　連の事件は，やはり，戦後の隅本におけるもっとも顕ざましいできごとの一つ
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　　　　といってはいけないだろうか。（高晦53）

6．　　　＝：　　ピ　　ニx　ラ濃…14）

　1）　コピュラで，「も」によってとりたてられるものがある。

　　　　山でありもする，由でなくもないQ

　　　　山のようでもある（ない），読むようでもある（ない）

　　　　山らしくもあり，山らしくもない

　　（68）　その都会は，東京でありもするし，また，大阪でありもする。（資料外）

　　（69）　駒平もそれを5かがっているらしくもあった。（生潅239）

　2）　コピュラで，「も」によってとりたてられないものもある。

　　　　×山だ迄至しで煮あ亙　×由に塑亘露な煮杢あ亙…（なぬ）一

　　　　×山かもしれなくもある（ない）　×山かもしれもしない

　動詞または，コピュラに引用の助辞「と」をつけたものとくみあわさる三景

のコピュラ「みえる」は，その「と」のあとに「も」をつけられるが，それ自

身はとりたてられない。

　　（70）このようすだと，講がふるともみえない。（資料外）

　　×このようすだと，爾がふるとみえもしない。

豆 法

0．望憲味”，鳳機能”と費用法”

　松極971「日本文法大辞典」は，凡例で，く拗調”を記述するのに，ヒ源則と

して，どの語においても，語誌（語源を含む）・接続・意味・変遷・補説の各

項閤について記述するようにした。”とのべている。「も」の項（阪田1971）も，

これにしたがって，麹囎の項厨を，つぎのようにのべていく。

　　　　①事情の類似したものが他にあることを表わす。綴毎目よく降るね，き、δも

　　　　また爾降りだ／［中略］②隅じ条件下にある二つ以上のものをあわせ提示す

　　　　る。蹴金もひまもない／（以下略）

　しかし，この①と②のちがいは意味のちがいではない。「金も」が「ひま」

という同類のものが他にあることをあらわし，「ひまも」のがわからも同趣旨

のことがいえるとすれば，②も①とおなじ意味をもつことになる。ここでの①

と②のちがいは，阪田がのべているように，②が①とちがって，“二つ以上の
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ものをあわぜ提示する”ところにある。つまり，それは，構文上の性格のちが

いなのである。形態論的なかたちのもつt構造的なむすびつきのなかにおける

構文的な要素のふるまいをしめす”はたらきをtt文法的な機能”というが，洗15）

いまうえにひいた阪田の①と②のちがいは，機能上のちがいである。

　「も」によるとりたて形の構文的な機能は，このとりたて形にとって，きわ

めて璽要な事項である。佐治圭三1975「現代語の助詞「もjjなどは，もっぱ

らその面から「も」を追究している。ただし，佐治は，「も」のいろいろな意

味・用法を全体としてひとつのものとみて，「も」の性格をみようとしており，

意味とのかんれんにおいてみていない点で，せっかくの機能分析がいきていな

い。

　ギも」によるとりたて形は，いろんな用法をもっていて，そのそれぞれにお

いて，さまざまなかたちで意味と機能がからまっているのである。たとえば，

他と同類であることをしめす意味は，いろんな語形の「も」によるとりたて形

がいろんな機能をはたすばあいに実現され，そのうちの主題提示機能をはたす

ものが含蓄的な意味をあらわす用法にずれていくとか，また，提示された最低

のものが全体を代表するという意味をあらわすもののうち，一定の量的な性格

をもつものがもっぱら陳述的な機能をはたすものになっていくとかいうふう

に，たいていのばあい，意味と機能がむすびついたかたちで文法的な性格をお

びているのである。

　この研究では，「も」によるとりたて形のもつ文法的な意味と，それの実現

する構文機能とのかんれんに重点をおいて記述した。ただ，現在のところ，ま

だ意味と機能の関係についての一般的な原理がたてられておらず，この関係の

システムを章なり節なりのくみかたのうえに反映することができなかったの

で，いちおうの処置として，この意味と機能のからまったものを更欄法，’とよ

んで，この第∬部をたてることにした。

　なお，永野1951は，その序説で璽筋引日本語における意義・用法を細かく分

類し”とのべている。

1．他と同類であることの提示

　これは，「もjでとりたてられた単語，または，その単語をふくむ旬・節・
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文が他のものごとと同類であることをしめす用法である。それは，松下が「合

説」とよび，佐久間が「共説」となづけ，また，山田に「包括的含蓄的」とい

わせた，その包括性をあらわす用法で，現代語におけるFも」によるとりたて

の基本的な用法である。これが基本的であることは，いろんな種類の単語のい

ろんな語形をとりたて，また，いろんな文の成分のなかにあらわれうること

によって保証されている。つまり，この用法がもっとも自由な用法なのであ

る。滋6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

1－1．　この用法と機能

　この用法の機能上の特徴は，まず，いろんな成分のなかにあらわれることで

ある。71i17）

　a）主語のばあい

　　（71）　一二が笑うと，一同も，｝擾を抱えた。（自rts　380）

　　（72）　巾学校へはひってからの成績も大変よかった。（波354）

　　（73）今は二人も火箏場へ駈けつける人の群にすぎなかった。（雪騨68）

　　（74）　母を誘はうとしないのもそのために違ひなかった。（真知191）

　b）述語のばあい

　　（75）控助は実に此のやうな盤話を一人で引き請け合閥には又稽古をして貰ひ時に

　　　　はお師膠様に代って後進の弟子達に教へもした。（春琴173）

　　（76）岡部は得意でもあり，満足でもあるらしかった。（闘牛94）

　C）対象語のばあい注18）

　　（77）　木谷はこのときのこともまた忘れることはできないのである。（真空194）

　　（78）私の死は，大衆をも裏切ることになるであろう。（くれ102）

　　（79）　今までずいぶん人にも迷惑をかけ，人からも迷惑をこ5むつている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（私の12）

　　（80）　「こちそ5」はこっちへもしてもらひたいね。（子を180）

　　（81）　しかし，これらの準星の多くは，アマチュアの望遠鏡でも見えるほど明るい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇憲96）

　　（82）　お書葉はあれの濠とも御相談になった上のものですか。（帰郷324）

　d）修飾語のばあい

　　（83）　しかし彼は一方では案外気安く楽観的に竜考へたのであった。（生活253）
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　　（84）　自分でも気がつくぐらゐ，私の盤も藻へてるた。（湾窮322）

　　（85）少しは私の身になっても，考へて毘るがいい。（伸子150）

　e）状況語のばあい

　　（86）　審議なかばにして，このElも解散になった。（人聞345）

　　（87）　座敷でも，このごろは，誰よりも忙しさ5です。（末枯72）

　　（88）　空からも花が降ってきた。（野火138）

　　（89）それで彼は遠く利根用の工事へも行ったのであった。（土98）

　　（90）　一一各地ゐ地元においても，サル・ブームがおこりつつあった。（高崎39）

　以上のように，この用法が連用的な成分のぜんぶにわたっていることは，他

の用法とくらべて基本度のたかいことの証拠となる。

　なお，つぎの二例はよびかけ，あるいは，例示の独立語といえるだろうか。

　　（91）「まあ，お父さまも鉄平さまも。……私が致しますわ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田儒夫1974「華麗なる一族」37場）

　　（92）　彼は，そんな風に，答えた。それから，酒を飲んでいkことも，暗中の径漢

　　　　から，生命を脅やかされる感じがした二という三とも。（自由359）

　この用法における「も」によるとりたて形の機能として，つぎにとりあげな

けれぽならないのは，「も」によるとりたて形になることによって，はじめて

可能になる構文機能である。

　いままで「も」でとりたてられた単語がいろんな成分のなかではたらくこと

をのべたが，ここまでは，その機能を発揮するために「も」によってとりたて

られることが必要かどうかについては問題にしなかった。しかし，「も」によ

るとりたて形は，それになることによってはじめてその構文をなしうるとい

う，いくつかの積極的なパターンづくりの機能をもっている。そのことについ

てのべるのである。

　a）並立成分のある構文をつくる機能

　これは，ふたつ以上の等価なまとまりをひとつの文のなかに共存させる機能

である。この機能は，「と」「や」「か」などの並立助辞の膠着した語形のそれ

と似ているが，後者がいくつかの単語をひとまとめにして，ひとつの成分のよ

うにするのに対して，これは，いくつかの成分を等価なものとしてならべる点

でことなっている。
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　ふたつ以上の単語のおなじ語形をならべて同格の成分をつくりだすのが典型

的である。

　　　　　　　　　　　　　　　こ　　ひといざ
　　（93）　愛も涙も決心も，すべて妖の一一息のうちに含まれて居た。（破戒325）

　　（94）　藩主の眼にも藩士たちの眼にも涙が光っていた。（落城猛）

　　（95）爆煮魚蕉遠忌伽も墨斑⑳津軽杢岱襲安吉は璃の道を取って行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（むら304）

　　（96）彼は歳んという事なしに然貸㊧．．1：；か3＞杢，！瓠丞㊧よ力三座弱って来た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11～釜夜251）

　　（97）　これは鷹物望鍵孟も雛歴叢簸樵杢何の根拠もないことであるQ（革命14玉）

　　（98）　臼分は以煎も今一精神的｛・c　｛1ま少くとも前金であるとして（敏1際62）

　　（99）成程，頭が寒かったが，振向ド剖も答へ毒しずに～生懸命走った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（多檸65）

　句や節をならべることもある。

　　（19の　銀と助はまた，お志保のことを率亡漏樵も績乱，弁護叢！魚繍焦レな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石皮ヲ葭329）

　　（lel）　　薦解奴も潔ξ力気であ」2■，　餐雪嵐童濃2礁で壷ゑ。　（ノ＼石臼133）

　並立構文をつくる機能は，他と岡岬であることの提示という意味と密接にむ

すびついていて，その意味がよわまるとこの機能もよわまる。（後述）

　b）題闘を提示する機能

　この機能は，「は」によるとりたて形と共通するものである。松下1924が“提

示格”を更懸Eヨ絡”曜孫格”職鐘巨提示格”のみっつにわけて，「は」とrも」

をく題目格”としたのも，この提題性にからんでいる。

　このなかには，「～ハ　～ガ　～」という形式湘9）を基礎とする構文のばあ

いと，題鼠語注20）のある構文のばあいがある。1例ずつあげておく。

　　（102）　しかし，i家Q蓋蓋異論はないでせう。（二郷325）

　　（1倉3）　今繊の平井行きも，何か秘密の相談で行ったんだろう。（むら329）

　この提題機能は，その提題性が岡趨性とからまることによって，一定の綱類

一含蓄的な意味を生じ，さらに，その提題性が優位になることによって，含蓄

的な表現へのコースをたどるものである。

　C）ある部分を強調する傾洵

　ここにのべることは，とりたて形式一毅に共通する傾向であって，積極的に
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機能といえるかどうかわからないが，構文のうえに一定の影響をあたえるの

で，ここでとりあげておく。

　とりたて形は，ttそこに表現されているものごとが，現実にある岡類のもの

ごとに対してどのような関係にあるかを話し手のたちばからあらわしわけ

る”注21）ものである。つまり，とりたて形式の本来のはたらきは，その文内の

一定の部分をその文に表現されていないものと関係づけることである。しか

し，その結果，その部分が重心の他の部分よりもつよく表現されることにな

り，その部分が他の部分との関係をあらわすものとして本来もっている格的な

形式をかえることがある。

　　（194）それに何だか大そう秘密なんださうで，私にだけ耳に入れるってことだが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真知161）

　　（le5）　慰，購なんぞ降られて漏ったもんぢやあない（闘串134）

　これらは，もし，とりたて形式がつかわれなければ，それぞれ，「私の」「雨

に」のはずである。

　「も」によるとりたて形式にもこの傾向がみられる。つぎの二例は，もし，

とりたて形でなければ，「親父さんに対して」「言葉づかいにおいて」のように

後置詞がそえられるであろう。

　　（IC6）　それに親父さんにも三畝も増段したんだから（生活270）

　　（107）挨拶する電葉篁ヵ熱コ聖も明子は変にちぐはぐになうのだった。（くれ7）

1－2．　この如法の下位区分

　松下や佐久闘が「合説」または「共説」として一括したこの用法は，その後

永野1951によって，つぎのように，おおきく二分目れた。

　　　　①同類として共存するものの提示

　　　　②事鷹の類似した他の毒物の存在を暗示し，類推させる形である事物を提示

　　　　　する

　①は，同類のものが文中に表現されているばあいであり，②は表現されてい

ないばあいである。「甲も乙も」のように同類のものがともにこの形式で表現

されているものが①であることはいうまでもないが，永野は意味をおもんじた

ので，rだれも」のようなものも①のなかにいれている。
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　　　　○民主主義ということならばだれもが知っている。

　しかし，この例文は，わたしのいうtt他と同類であることの提示”のなかに

はいらないので，ここであえて問題にする必要はないだろう。

　このような区別は，A韮fonso　1971にももちこまれた。　Alfonsoは璽∵．AND

ALSO＿”の章で｛tMO”の用法をいつつにわけている。

　　　　1．　MO　with　Noun　in　General

　　　　　　　　　　　　　　　　Igirisu　EMO　Fransu　EMO　ikimashitaなど

　　　　2．　MO　in　Sequence　of　Attributes

　　　　　　　　　　　　　　　　atsu－KUMO　samu－KUMO　arimasen　fs　t“

　　　　3．　MO　as　a　Sequence　Signal

　　　　　　　　　　　　　　　　uta　MO　joozu　ni　utai「nasu　など

　　　　4・．　“He　does’nt　read　or　write”

　　　　　　　　　　　　　　　　hanashi　M（）　kiki　MO　shimasen　など

　　　　5．　Concessions　and　Prohibitions

　　　　　　　　　　　　　　　　tabe　TE（MO）i｛？など

　このうち，5は他の語形であり，1，2，4はかたちつくりのちがいであるか

ら，いまの問題の観点では，ふたつのとりたて語形の共存する1，2，4と，ひ

とつしか存在しない3とがわけられている点を指摘すればよい。

　阪田1971は，つぎの三種類をわけている。

　　　　①毒：精の類似したものが他にもあることを表わす。

　　　　　　○毎獄よく降るね，きょうもまた雨降りだ／など

　　　　②　同じ条件下にある二つ以上のものをあわせ提示する。

　　　　　　○金もひまもない／など

　　　　③事情の類似した事柄をあわせ述べる場合のそれぞれの主題を表わす。

　　　　　　○この家は庭も狭いし，臼当りも悪い／など

　つまり，阪田の①は永野の③に，阪田の②③は永野の①にはいるわけだが，

実は，永野も①を（イ）（m）（ハ）に下位区分していて，阪田の②③は，それぞれ

永野の（イ）（切にあたる。（口）のあとのほうは，阪田の①かもしれないが，例

がないので：不明。

　　　　（イ）事情の類似しているいくつかの事物を，互いに同類のものとしてあわせ

　　　　　　提示する。（〔～も～も，3の形）

　　　　　　○その頃は，その女も『あね』芸毒も，下諏訪に，みた。など
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　　　　（口）　事情の類似したいくつかの判断を共存させて表現する場合に，それぞれ

　　　　　の主題を互いに岡類のものとして提示する。（［～も～，～も～］の形）

　　　　　○雨‘も降るし，風も吹く。など

　なお，（口）のあとに，つぎのようなことがかきそえられている。

　　　　［～が（は）～，～も～］（接続詞・酒淫鋤調で結ぶ場合もある。まず，ある事が

　　　　らを提出し，次に同様の事情のものとして，第二の事がらを提面する需い方）

　　　　○肥料要素については窒素が最も関係が深く，力哩・燐酸も多少関係する。

　　　　　など

　以上のべた，同類のものが文中のどこかにあらわれるか，または，あらわれ

ないかという問題は，それらのものが意味的に岡類であるということでわりき

ってしまうかぎり，問題にならないけれども，やはり，それらが構文的にちが

った形式であらわれるということは，文法上の事実として記述されなければな

らない。その点で，これらの文献がそれをとりあつかったことはただしいとい

えるだろう。さらに，それぞれの構文形式は，実は，岡類性のていどとも関連

しているのであって，そのことを考慮にいれるならば，このあたりの記述は，

さらにその意義をふかめるといってよい。

　他と同類であることの提示の網法は，つぎのようないくつかの段階にわけて

記述することができる。

　a）　「も」でとりたてられた二つ以上の単語が，それぞれ成分としてならべ

　　られているばあい

　b）　「も」でとりたてられた単語をふくむ二つ以上の句または節がならべら

　　れているばあい

　c）　「も」でとりたてられた単譜をふくまない句または節と，それをふくむ

　　句または節がならべられているばあい

　d）　「も」でとりたてられた単語，または，それをふくむ句や節のあらわす

　　ものごとと聞類のものごとが文中には表現されていないばあい

　これらa）～d）は，意味のうえできれいにわけることはできないが，a）か

らd）にいくにしたがって，岡類性のていどがよわまるといえる。

　a）のばあいは，さきにあげた（93）～（99）からもわかるように，こ二項の意味

的同類性が，その文が直接にあらわす意味のなかにこめられている。（93）にお
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いて，「愛」とr涙」と「決心」の同類性は，「このひといきのうちにふくまれ

ていた」ということであって，そのことは，この文に直接にかかれている。と

ころが，b）～d）のばあいには，なぜ岡類なのかが文中にかかれないことがお

おい。（100）（101）はb）であるが，b）において，このようにおなじ単語がそ

れぞれの項にでてくることはすくなく，おおくのぼあいは，述語のほうもこと

なっている。

　b）においては，ふつう「甲モ～」と「乙モ～」とがなぜ岡類であるかは，

文申であらわされない。永野のあげた「雨も降るし，風も吹く。」という例文

は，教科書の例文として「雨もふるし，風もふかない。」より適切である。し

かし，その適切さは，前者のほうがよみ手に同類性を認識されやすいことであ

って，前者がただしく後者がまちがっているということではない。つまり，前

者の岡類性，つまりく天気がわるい〉ということは，よみてによって連想され

ることであって，文中には，天気がわるいとはかいてないのである。つぎのよ

うな例も，その闘歯性を認識しやすい。

　　（108）放熱性も良好で，使絹ゴム塁も少なくてすむ。（新し379）

　このばあいも，この文自体は，両項が等価であることをしめしているだけで

あって，等価性の内容は文中にかかれていない。

　さきにあげたド颪！も鍾＆，盤査壷ヵ迦」のばあいも，この文の構造は，

その両項が同類だということをしめしている。このような文は，たとえば，そ

のまえta，「きょうも，きのうもおんなじだ」という文をもってくると，その

同類性が認識されやすいだろう。「雨もふるし，風もふかない」は，けっして

まちがいなのではない。つぎの例もそうだσ

　　（1⑳　かれは，せもたかいし，はなもひくい。（資料外）

　文脈をはずしたばあい，この文は，よみてをとまどわせるだろう。しかし，

そのあとに「だから犯人とまちがえられたのだ」といえば，両項の等価性が認

識されて，なるほどとおもう。

　等価性は，ひろい意味の同類性にふくまれる。しかし，意味のあらわれかた

のレベルは，せまい意味での同類性とちがっている。そして，このようなちが

いをもたらす原因として，文の構造のちがいがあるのである。
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　なお，永野のrそれぞれの主題を：互に同類のものとして提示する！というい

いかたは，「雨」と「風」が同類，「せ」と「はな」が同類のようにとられるの

で，まずい。阪困のくく事情の類似した事柄をあわせ述べる場合のそれぞれの主

題を表わす”といういいかたのほうがよいだろう。このばあい，形式的には，

単語をとりたてているが，意二心には，その単語をふくむ句や節を問題にして

いるのである。

　同類性のはばは，一一般にb）からd）へとひろがってくるが，ここでは，b）

～d）をいっしょにして，どういう種類の同類性があるかをみてみよう。

　ア）特定のものについてとおなじことが実現する。

　　（110）青年達につついて，婦入寂も場外へ出てしまった。（太陽283）

　　（111）　ウサギの社会を研究していた演合雅雄鱈もサルに合流した。京大の動物学敷
　　　　はざま
　　塞の間真之助さんのような年輩の研究者も撫わった。（高崎38）

　イ）　「AもBとおなじ」と表現されているもの。Bのほうからみれば「Aと

　　おなじ」であるので，当然いいかたがちがう。

　　（1王2）　お母様，真知子さんも私と同じ意見よ。（真知196）

　ウ）相互的なことがらをあらわす。このばあい，ふたつのことがらは，逆の

　　方両において実現している。

　　（113）娘はそれをハンカチで拭ひ拭ひ男の顔から目を離さない。一男もいちらし

　　　　さうに，娘の限を柔かく読返してみた。（河明323）

　　（114）他国人もまたよく大阪人を知っていた。（総長343）

　エ）あることがらの反応としておこなう行動が，結果として，そのことがら

　　といっしょになって両方で共同作業になっている。そういう参加のしかた

　　をあらわす。している行動は，おなじではない。

　　（115）何とか考へてみよう。僕も補助はする。（無限147）

　　（116）　「さうなさいね，太一ちゃん」とおみのもそばからいった。（子を233）

　　（117）謙作もできるだけ気楽な調子でそれに答えた。（暗夜223）

　オ）結果がおなじになることをあらわす。

　　（118）　倶本にも輸入の装置がいくらかあり，国産の装置も出現して，ここ数年のう

　　　　ちには，数多く使われるようになるだろう。（文字390）

　　（119）その内に坊ちゃんも外から帰って入らっした。（桑の148）
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　カ）同類の価値をもつことをあらわす。おなじ上位の属性にふくまれる属性

　　といってもよい。（108），（109）もこれ。

　　（12e）　山は葉の落ちる木はみな落ち尽し，常緑の木も陰馨などす黒さに変って，空

　　　　の灰色と一種の対照をなしてみた。（生活229～230）

　　（121）すでに明治という年号にかわり，江戸も東京とかわっていた。（落城13）

　以上はb）～d）に共通するものである。つぎのようなものは，cに多くみら

れる。ひとつの女文のパターンとしてとりあげてよいかもしれない。

　キ）Aがすすむにつれて，Bもすすむ。そういう相関的な変化が逸行ずるこ

　　とをあらわす。

　　（122）　しかしながら，彼が猛烈に運動すればするほど，世闘の反感もますます猛烈

　　　　になるばかりであった。（貧乏167）

　　（123）行列が都心にちかづくにつれて，爾側を警備する警嘗の数も多くなった。

　　　　（人間341）

　　（124）やがて白い太陽は，赤いタ臼へと変って行く。それと共にわれわれの心も，

　　　　次第に疲労の色を増して行くのであった。（未知326）

　つぎのようなものはd）に：おおい。

　ク）一般的なもの，あるいは，不特定な多数のものとおなじことが実現する

　　ことをあらわす。

　　（125）財閥解体のあおりを食って，理研も解散を命ぜられた。（物質の1G1）

　　（126）　ヂど5です。あなた方竜，記念に一本つつ櫨ゑて行っては」（河明317）

　このク）は，含蓄をあらわす用法につながるものである。意味のかたよりが

（ここでは，一般的，不特定というぼんやりした意味になることが），一定の溝

文的な形式において（ここでは，「も」によるとりたて形が主語ないし題濤語と

して機能するような構文において）実現する傾向があらわれると，そこから，

あたらしい用法が（ここでは，含蓄をあらわす用法が）派生してくるものとお

もわれる。〔なお，“含蓄”以外の派生的な用法の発生の過程も，こういう構文

約な条件のなかに，そのめばえがあるといえるだろう。〕

2．含蓄をこめた文の主踵提示

　由濁1908は，「も」をtt包括的含蓄的な”ものとしてとらえ，これを「は」

のtt排他的擁斥的な”性質と対比した。注22）また，「は」がtt論理的・雪辱的
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な”ものであるのに対して，「も」をtt感情的・含蓄的”ともした。油23）この

“含蓄的”ということの意味を佐久開1940は，つぎのように解説している。i・｝三24）

　　　　ところが共説の助詞「も」の場合には，あるものが提示されることはされるので

　　　　すが，それが他に同種のものS・　S｝、iに存在することを予想して，それと共存して

　　　　ゐ，それの問類として含まれることを即日してゐます。縫［環は限られることな

　　　　しに，他のもっと大きな領域に連続してゐますから，その叙述は既知のものま

　　　　たは予想されたものに及んでみて，それと岡様なことを示しますし，判断は

　　　　はっきりした妥当領域を示さないま蹄こ，当面の事物がその領域に含まれるこ

　　　　とを例承的に措定するだけです。さういふ意味で，rも」を含蓄的といふこと

　　　　カζと呂）1ミませう◎

　この文章は，くτ含蓄的”ということの意味をよく説明しているが，く更共説”の

「も」金野には通用しないだろう。なぜなら，’ttsつきりした妥当領域を”しめ

すものがあるからである。つまり，前章tt他と問類であることの提示”でのべ

たものは，あるばあい1＃　，文中において，またのばあいは，文脈約に，どの点

において，なにと同類であるかがあきらかだからである。そのような意味で，

わたしは，この佐久間の平門を借りながら，その適用範囲を限定して，足ぐ含蓄

的”という概念をつかいたいと：おもう。つまり，妥当領域のはっきりしないも

のだけを賦含蓄的，，とよぶことにする。

　「も」によるとりたて形には，妥当領域がはっきりしないばかりでなく，さ

らに，妥当領域が想定されているかどうかもわからないものもある。さいきん

電車のなかで，「王もついに756本うったね。」という文を耳にしたが，王貞治

はホームランの数における世界薪記録をつくったのであって，この文ei　，だれ

かと岡類であることを意味していない。この「王も」について数人に説明をも

とめたら，各人各様の解釈があらわれ，共遍点は，けっきょく，「王は」とく

らべて，なんらかの含蓄がこめられているということであった。こういうもの

までふくめて，足ぐ含蓄的”ということにする。

　含蓄をこめた文の主題提示を，わたしは，岡類であることの提示とべつの用

法であるとみとめるのだが，じっさいには，両者のあいだに境界線をひくこと

はむずかしい。「は」や「も」をそれぞれひとつのものとみて，その「は」と

「も」を比較するというたちばの研究である工藤美沙子1964「ハとモ」や宮地
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敦子1967「も」などが，「も」のあいまい性をもって「も」の一一一一■般的な性質：であ

るようにのべているのは，むりのないことであるとしても，阪田1971のように，

「も」の“t意味”を10項にわけているものまでが，この含蓄表現を同類提示と

いっしょにしていることは，この両者をわかっことのむずかしさをものがたる

ものといえよう。

　阪田は，さきにあげた①の「きょう杢雨降りだ」などの例のあとに，つぎの

ようにつづける。

　　　　しかし，特にそれと限ったことではなく，他にも事情の似ているもの（こと）

　　　　があることを漠然と暗示しながら，それを主題として取り上げる場合がある。

　　　　八面も香る挙節となりました／彼もなかなかやるね／今慶という今度は，私も

　　　　がまんができない。

　このような，同類提示と含蓄表現のわけにくさは，感動助詞から発展してき

たといわれる歴史的な性格の反映だろう。しかし，現代語の「も」によるとり

たて形には，すでに，あきらかに限定された同類を提示する更論理的な”用法

が成立しており，「も」のすべてを駅感情的な”含蓄表現としてとらえること

はできなくなっている。現代語に視点をさだめた松下1930「標準臼本口語法」

et　，この用法をく特殊の用法”のなかにふくめ，基本的な用法からおいだした。

松下は，賦不明確な他物との対比”として，つぎの4例をあげている。注25）

　　　　○今度といふ今度は乃公もどう～も曰ったよ。

　　　　O君もいく渥は無いなあ。

　　　　○彼の黒も中々遣手だ・

　　　　OF；本人にも悪い奴が屠るよ。

　永野1951は，さきにあげた②の（n）として，佐久間から影響をうけたような

説明のしかたで一項をたてた。

　　　　（葭）　当葡の事物を，なんらかの妥当な領域に含まれるものとして含蓄的に提

　　　　　　示するだけで，何と岡様であるかは，はっきりと示さない形。（当然・順

　　　　　　当の結果を招く題照の提示，周知の話題の提示，などの場合が多い。）

　ここで，わたしは，この用法をtt含蓄をこめた文の主題提示”として独立さ

せたいとおもう。それは，この用法が，意昧約に，なにと同類であるといいが

たいこと，および，構文的に，（ア，イはともかく，他は）主語，題目語にな
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るものがほとんどだということによる。

　松下の例文には「臼本入にも……」というのがあるが，これは，不特定であ

るにしろ，あきらかに外国人と対比されている。永野の例文も，大部分は主語

の例である。永野は更喀語・対象語”，璽劉詞約修飾語”などもあげているが，

前者は，「理由もわかる」「離乳も安心してできる」「空霞が発生することも容

易に理解される」のように，ボイス的な観点からみて，ttde語”にちかいもの

であるし，後者は，「繭篭仕法にもどうやら慣れて，商内もやや円滑化し，」の

ように，璽腰惑な領域”が比較的にはっきりしているものである。

　さきにものべたように，この含蓄表現は，同類提示とつながっている。1の

ク）には含蓄表現的なニュアンスがあるし，また，これからのべるアやイは，

岡類提示ともいえよう。しかし，両極においてそれぞれべつの典型をもつこと

は，やはり，ふたつのものとして：立てておいたほうがよいとおもわせる。含蓄

のなかみの積極的な意味規定ができないのに，ひとつの用法とすることは理想

ではないのだが，そうかといって，すてておくわけにもいかないので，ほんと

うはばらばらになるかもしれない多様な例を，いちおう消極的なまとまりとし

て，ここにあつめておくことにする。これからあげるいくつかのタイプは，き

ちんとしte分類ではない。しかし，含蓄のなかみをすこしでもはっきりさせる

ためe（　，いちおう，わけてあげておく。

　ア）ある種の代表例：ほかのこともなりたっているはずであるが，ある例を

　　だして，だいたいのようすをわからせる。

　　（127）　明かな逸歩である農具の機械化も，農民には必ずしも薯ばれて居らぬことを

　　　　駿介はみた。（生活226）

　　（128）　老人岡士で気持も合って，輸しく送っているの。（厭が290）

　　（129）　ナニ，それも猪子先生のやうに飛抜けて了へば，また入が許しもするんです

　　　　よ◎　（破ヲ葭307）

　イ）ふつう化：いままで特殊であったものが一般なみになることをあらわ

　　す。尉類提示的な説明をすれぽ，特殊なものをふつうのものと同類として

　　提示する。あるいは，3の”tfu端例”にいれたほうがよいかもしれない。

　　（130）辛かったことも，思い出となれば楽しく思われる。（私の24）

　　（131）常はめったに寄りつかない君護婦も交る交る顔を撫した。（真知207）
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　（132）　麺廿と成っちゃ役に立つなあ（土217）

ウ）状態がわり：いままで一定の状態をたもってきたものがその状態をかえ

　ることをあらわす。

　（133）　よりそうム重遠ざかり（出家199）

　（134）　私の気持もいくぶん落蒼いてきた。（風立148）

　（135）　お前も変ったね，一もとは決してかうではなかった。G申子149）

　（136）そしてその鶴をもってこっちを見てみる影ももうどんどん小さく遠くなり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（銀河305）

工）推移主体の感動的な提示。

　（137）　かうやっていよいよ継深くなるのだ。（風立157）

　（1鋤　その年も暮れに近づいた。（夫婦19）

　（139．）　もう紅葉もおしまひになるわ。（雪国144）

　（14e）初江の垂趣墜絶えた。（潮騒131）

　（141）　ほんにこのごろはお話もことに細々として来たようでございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出家197）

オ）マークしている隣期がせまってくることをあらわす。

　　　　　　　　ママ　（142）　もはや御最後も迫りました。（出家213）

　（143）　もはや消燈時間もせまってきたので（真空229）

　（144）　去年の暮，正月も遍ついた廿日過ぎに（くれ15）

カ）一定の感動をこめて，主題を提示する。

　（145）　S村もとんだ姥捨山になったものよ。（厭が290）

　（146）か5降っちゃ猿もねぐらに引込んでるだらう。（野火156）

　（147）　日本の近代斜壁童，明治以降すでにほぼ一世紀の歴史をもつ。（高崎54）

特定のひとが主語になったときに，よくあらわれる。

　（148）わしももうずいぶん長く生きたからな（出家204）

　（149）　所在のないまま．藍郷も色んなことを考へる。（宋柚69）

　（150）何しろ駿さんもそろそろお父さんの御心配になる年頃におなりになったか

　　　ら，あなたも大抵ぢやございませんわね。（波373）
　　　　　　あのをとこ　　　　　　　　　　　しやぺ
　（151）　ちょッ彼男も余計なことを喋舌って歩いたものだ。（破戒321）

　（152）　そしたらいたちも一日生きのびたらうに（銀河309）

キ）一人称の意志，二入称の命令・すすめのばあいにもよくあらわれる。

　　　　　　　　　　のろ　（153）わしもすべての呪いを解いてこの世を去りたい。（出家207）

　（154）　われわれも今度こそは，いやな想いでないよい将来を祝福して，学問の府を
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　　　　大阪に設けねば，商売に引けを取るぞ。（総長351）

　　（155）　お前も，少し，落ちつくんだね。（自ffl　371）

　　（155）　あんたも一度あってみてくれるといいんだがな。（子を164）

　　（157）維康さん，あんたもふらふら遊んでばかりしてんと，何ぞ働く所を……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（夫婦22）

　以上，この報告では，いろんな意味のものを例示するだけで，分類せずにお

わった。これは，この研究がまだいたらないからである。また，ここにあげた

ものでも，他の派生的な用法にまわしたほうがよいものも，おそらくは，いく

つかあるだろう。

3．極端例の提示

　佐久聞1940は，Ct助詞「も1の特殊用法”として，

　　　　○天人もはだかにされて地ものなり

　　　　○外聞をいせやも二代目には知り

のような例をあげ，

　　　　「も」が稜極的に表現の妥当区域の極限を示すやうな場合に，「……さへ（ま

　　　　で）やっぱり」の感じを伝へることがあります。

とのべ，さらに，その反対に，「ごく平凡なものでありながら，それでも仲問

入りをするのだといふ風に表現する場合」もあるとして，つぎのような例をあ

げている。

　　　　○生酔も松の内のは人がよし

　　　　○かんざしもさかさに持てばおそろしい

　　　　○石盤にも一つか二つ絵の具田と

　永野も③でつぎのようにいう。

　　　　あまり爵立たぬものや極端な思いがけぬ事例を提示することに二よって，包含さ

　　　　れる領域がそれにまで及ぶという誇張の意味あいを表現する。（rさえも」「す

　　　　らも」9さすがの～も」の意を表わす。）

阪田も④で岡種のものをとりあげている。

　この用法は，それが他のふつうのものと同様であることをしめす点におい

て，岡類提示の用法からぬけきってはいないけれども，それが最高なり最低な

りをあらわしている点において，単なる同類提示から区励される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　ママ
　　（158）　……恐ろしい猛犬が二疋も蕊疋も関の声を揚げて鉋け来るに会ふては，如何
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　　　　に豪胆なる盗賊も敗走するに相違ない。（思出191）

　　（159，）　フーーンと流石の篠原も腕を組むと，彼女は得意さうに鼻を麟めかした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（護改i日179）
　　　　すぐ
　　（1鋤　秀れた人傑も往々にして惑ふ死の薗に微笑して（想出22の

　　（16i）一銭二銭の金も使ひ惜しみ（夫婦2D

　　（162）　その白地が夜照にも鮮かだったからである。（潮騒157）

　この用法は，形態的にも形づけられていないし，また，構文形式からみて

も，「さすがの」のような陳述的な単語と共存しないかぎり感づけられないの

で，これを文法的にひとつの用法であるとみとめてよいかどうか，いまのとこ

ろわからない。たとえば，つぎの例は，もし「利根規」を極端にとおいところ

とみれば，この用法になるだろう。

　　（89）　土を切り起すことの上手なのは彼の天性である。それで彼は遼く利根捌の工

　　　　事へも行ったのである。（土98）

　しかし，この用法のうちの最低をあらわすものは，うちけしと呼応して，つ

ぎの章およびそのつぎの章でのべるような，つよい否定的主張をあらわす用法

へ発展する契機をなしているので，それなりの文法的な性絡があるのであろ

う。阪田1971は，この嚢悟用法をひとつの用法としてとらえている。

　極端例の提示には，ゆずりのニュアンスをもっているものがある。たとえ

ば，（160）は，「亘れた人傑であって毒」といいかえても意昧はかわらない。と

くに，従属文の述語形式である第二なかどめ形の「も」によるとりたて形（よ

んでも，たかくても，しずかでも，山でも，など）は，すでにゆずり形への派

生をとげてしまっている。そして，名詞の述語形のとりたて形「～でも」は，

さらに発展して，べつのとりたて形として現代語のとりたての体系のなかに位

羅をしめている。したがって，とりたて形「～も」と，とりたて形「～でも」

とが，ともに，とりたて形の体系のなかに共存することとなり，このふたつ

が，ゆずり的なニュアンスをおびると，文体的な対立をもつ。つまり，「～も」

がっかわれると，「～でも」にくらべて，文語ふう，あるいは，古風な感じを

おびることになる。

4．　つよしs：否定的童張

　永野1951は，④として，これをたてた。
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　　　　④叙述語を提示し否定の意の語を伴って，強い否定的主張をあらわす。

　　　　　○～，もう見向きもしないで，～机を積み上げてみた。

　　　　　○お嬢さまの顔が，うす闇のなかにρ（白く浮きあがったまま，下をさしう

　　　　　　つむいて，微動もしないのです。

　これは，動調のとりたて形をうちけしにするか，または，名詞のとりたて形

をうちけしの動詞とくみあわせるかして，つよい否定的な主張をする用法であ

る。

　　　　　　　あき　　（163）　霧雨が欄れもしないで降り続く。（土197）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　　　　　　　　　ずマ
　　（164）　此れは不審議，此処に梅の木が生へた。植へもせぬに，と驚くだけが愚な

　　　　言舌，　（、慰出228）

　　（165）源ちゃんの女勢は，泣きもしない子の背をた㌧いて（太陽136）

　　（166）　佃が貧しく，社会的背景も持たないため（伸子146）
　　　　　しほづけ　　な　　　し　　　　轡のこ　みそしる
　　（167）　　　　　塩漬の名も知らぬ肇の味噌汁（高野54）

　　（las）　明日を～も知れぬ危険といふのは（故欄106）

　　（169）　ポリプロピレンの繊維の繊界の全産額は，臼ホー闘におけるビニロンの醜

　　　　にもおよばない。（帯し378）

　名調と動詞がともにとりたてられるばあいもある。

　　（17の　……9も有りもしねえのに……（土207）

　化石的にのこっている動詞のふるいとりたて形式もある。

　　（171）　サルを見るのに望遠鏡がいるとは，思いもっかなかったのだ。（高崎44）

　この用法は，3とちがって，形式的にうらづけられているので，ひとつの用

法としてとりだすことができるだろう。

　情態副詞のとりたて形がうちけしの動詞や形容詞とくみあわさって，つよい

否定をあらわすことがある。

　　（172）織りは需ひ合はせたやうにびくりとも動かず（闘牛140）

　　（173）風はそよとも無いのに（故1日153）

　　　　　　　かた　　（174）　佃は，固くなって，にこりともせず答へた。（仲子162）

　これらの副詞は，現実を反映した，ことがら的な意味をもっている点で，こ

の用法のなかにはいるようでもあり，～方また，かすかさをあらわすという点

では，ていど副詞にちかく，その意味では単なる否定のつよめともとれ，その

両方の性質からおして，つぎの章でのべるく顎量名詞・ていど副詞による全面
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否定”との中間的なものといえるかもしれない。

5。　至巧：名詞・ていど副調による全面否定

　1コをあらわす数量名詞やていどのすくなさをあらわすていど認詞の「も」

によるとりたて形は，うちけしの述語と呼応して，全面否定をあらわす。

　　（175）三年間靴墨はおろか泥さえ一ぺんも落したことはなかったが，色が悪くなつ

　　　　ただけで，実質はいささかも損われなかった。（私の25）

　く壮コをあらわす”というのは，：不連続塁としての1，つまり，そのしたは

0になるというような量をあらわすことである。

　　（176）　サルは一びきもいなかった。（高崎43）

　　（177）　うめ女は泣いていたが，泪は一滴も出なかった。（厭が305）

　　（178）志照先生は，脇の下から冷汗をながしながら，ひとことも返毒ができなかっ

　　　　た。（人闇327）

　おなじ1でも，連続量としての1のぼあいは，この用法ではない。（第8章）

　　（179）　まだ王分もたっていなかった。（資料外）

　これは，連続量であって，1分よりすくないことをいっているが，全面否定

ではない。1よりすくない「半分」にしても，おなじである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　（180）けれども，正心に云ふと，伸子は保の云ふことを，辛分も寒きしめてはみな

　　　　いのであった。（伸子154）

　おなじ単語でも，そのとらえかたによって，連続難にも不連続量にもなるも

のがある。つぎの「～日」や「一歩」は，不連続量をあらわすものとしてつか

われている。

　　（181）　南に婦ってからも，蘇武の存在は一日も彼の頭から虫らなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（李陵196）

　　（182）　彼は群がる蛇を睨み士E一ゑて一歩もたじろがなかった。（太陽27の

　つぎのような「ひとつ」は両様にとれるだろう。

　　（183）　おれがまだひとつもくわないうちに，あいつはもうみっつもくってやがる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料外）

　この文は，「おれが」まだくいはじめないばあい（不連続量）と，まだくい

おわらないばあい（連続量）の両方をあらわしうる。

　ていどのすくなさをあらわすていど副詞の「も」によるとりたて形として

は，つぎのようなものがある。
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　　（184）　しかし佐助はその暗闇を少しも不便に感じなかった。（春琴153）
　　　　　　　　おまへさん　　ちょいと　　　　　　　　　　　　　マワ
　　（185）慎太さん，郷まあ一寸も顔見せんぢやねへか（目録鐸3王）

　　（189）陸に佐まうが，海に行かうが，しばらくも離れずにみることが，この際瓢入

　　　　に最も必要である。（河明340）

　ちいさなものをあらわす名詞の「も」によるとりたて形をこの用法につかう

こともある。

　　（187）　と，いって，未亡人ですから，その息子さんとどうのかうのなんてことは，微

　　　　塵もありゃしません。（波372）

　　（188）〔滝のことをのべているなかで〕之は川の一巾を裂いて糸も乱れず（高野67）

　松下1930や阪田1971は，この用法を前章の用法といっしょにしているが，こ

の両用法は，構文機能上の性質をことにするので，べつの用法とすべきだとお

もう。永野1951は，「何の関係もない」などといっしょにしているが，これも

おなじ理由でわけるべきである。

　前章のばあい，（164）のr植えもせぬに」にしても（166）の晴景も」にして

も，現実反映の意味をすてたわけではなく，ただ，そのうえに陳述的な意味が

くわわっただけであって，とりたて形になっても，依然として述語であり，対

象語である。ところが，本章でのべている用法では，もはや現実反映の意味は

うすくなって，もっぱら否定のつよめという陳述的な意味をになわされてい

る。そして，とりたて形になることによって，修飾語から陳述語への転化をと

げている。注26）つまり，構文機能上の性格がかわったわけである。これが前章

でのべた「も」の用法とのちがいであり，また（172）～（174）が中間的であると

いうことの理由でもある。

　さらに，ここにあげた，ていど副詞やちいさなものをあらわす名講のばあい

には，そのような構文機能においてくりかえしつかわれたため，とりたて形が

ひとつのあたらしい派生語となって，陳述酬詞に転成しているといったほうが

よいかもしれない。もし，そうだとすれば，それは，現代語のシステムのなか

ではとりたて形ではないので，この論文の直接の対象ではないだろう。

6．　一対の語｛こよる代表的提示

　佐久間1940は「配達の代表的提題および全劇的否定」という節をたてた。注⑳

　　　　○あちらでもこちらでも蛍を呼ぶ声がします。
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　　　　○それもこれもみんなわたしのせるです。

　　　　○母じまん，やれそッからもこッからも

　　　　こSでは，なぜ演の例とちがふかといふと，亭はコソアド的指示の語に関して

　　　　みるのですが，その定称のものには，いはゆる近称・茎軌称・遠称の三とほりが

　　　　あります。そのうちでこX．に　コ（これ・こッち）と　ソ（それ・そッち）と

　　　　の一対か，あるいは　コ（こちら）と　ア（あちら）との一一対かが「……も…

　　　　…も」の形で連ってゐますa形式的にいふと，三つのうち：一一：つが一対に編誠さ

　　　　れてるるわけですが，その意i叉1は「甲も乙も丙も丁も……」と無数に挙げたい

　　　　ところを代表的に二つ一…織こしてあげてあるのに外ならないのです。でたゴの

　　　　敦挙ではなくて，代表的に，r以下倣之」的に提出してあるわけです。娘一人

　　　　に嬬八人といふやうな車態において，懸親のじまんが高調に達するわけです。

　　　　「そッからもこッからも」とは、その灘態を打効に表幽するものとして選ばれ

　　　　たのにちがひありません。

　佐久閾は，このあと：不定称のド系にすすむのだが，そのことは，つぎの章に

まわす。永野はこの用法をつぎのようにいう。

　　　　一対の語を挙げ，それを代蓑とする他のすべての場合に通じさせる。

　永野は，コソアドだけでなく，名詞のばあいもここにあわせている。

　　　　○いなかから，いきなり大都会のまん申へほうり出されたんじゃ，西も束もわ

　　　　　からなくなるのは，あた：りまえじゃないか。

　永野の例は慣胴句的であるが，一一対のとりたて形が全体を代表することは，

慣用句でなくても，よくある。

　　（189）　それでは私のこれまでの舞制孝、，決窟竜，みんな幻想にすぎなかったのであ

　　　　らうカ、o　（協議グく144）

　　（1鋤　再び伸子が部膿に早った時，彼はまだ机の許に竜野鮎本を拡げて，その聞

　　　　に坐ってみたe（伸子182）

　　（191）　ああいわれて，嬢」」下墨蓬皇盗なくてその反対だったことなんかが悶題じゃ

　　　　ないんだ。（むら312）

　これらの例は，みんな，その二つのあいだに同類性があり，また，文中の他

の単語に対する関係も等価であって，その意味では，岡類提示の用法としても

成立している。また，構文的にも，それを嗣類提示から区別しなければならな

い理滋もなく，ただ，意味のうえで代表性をもっているだけである。その点か

ら，この用法は，第3章のばあいと心様，ひとつの用法としてとりあげる必要

はないかもしれない。
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　しかし，これは，つぎの章へのはしわたしになる点，および，おおくの慣燭

句をうみだしている点において特徴があるといえるだろう。

　さきに永野の例が慣用的だといったが，そのほか「おいもわかきも」「ねこ

もしゃくしも」「あとにもさきにも」「ねてもさめても」など，いろんな語形で

慣用句をうみだしている。石壇幸雄1958「クリカエシ＜REPETITION＞」も

「押しも押されもぜぬ露28）「いても：立っても」「ねてもさめても」「あけてもく

れても」「につちもさっちも」？：・｝三29）などの擁をあげている。

7．　不定称の語をふくむ一対の語に：よる代表的提示

　佐久間は，前章にあげた例のあとに，ttいわゆる不定称のド系およびそれに

準じるもの（「なに」など）と近称のコ系（および音韻的に近似するもの）と

の組合はせ”の例をあげている。　〔1952年版は，すこし，かぎだしている。〕

　　　　（入）　　だれもかれも

　　　　　　　　どいつもこいつも

　　　　（事物）　なにもかも（「カanも」ユーフri・　＝一一の例もある）

　　　　　　　　どれもこれも

　　　　（処）　　どこもこVも（かも）

　　　　（時）　　　いつもいつも

　　　　（様子）　どうもこ5も

　このばあいは，どんなばあいにも全面的肯定または全面的否定になる。

　　（192）　さうすれば今までのことが構もかもばれて了ふ。（多情369）

　　（193）年寄りに対して肉身のたれもかれも薄購であり（厭が296）

　　（19の　おかみさんはどこもかしこもちやんと綺麗になってみると抑って青木さんに

　　　　賞めてお出になる。（桑の148）

　　（195）　〔シカは〕どれもこれも三琶色がおなじだから，〔掴体識携が〕ウマの場合より

　　　　もいっそう御難だった。（高崎29）

　　（196）　どれもこれも線な思い出はない。（私の22）

　このばあいは，「どれも」と「これも」が岡類だといっているのではないの

で，意味のうえからみて，もはや同類提示ではない。また，「も」によるとり

たて形のばあいの並立は，ならべ形による並立とちがって，Xli3コ口ひとつひとつ

がそれぞれ同等の資格で文中の他の部分にかかわっているはずなのに，こちら

は，二つのとりたて形のまとまりが他の部分にかかわっている点でもことなつ
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ている。

　「それもこれもわたしのせいです。」は，「それ」と「これ1がそれぞれ特定

のものごとをさすことができ，また「それもわたしのせい，これもわたしのせ

い」といえるのに対し，「どれもこれもわたしのせいです。」は，そういう分析

ができない。つまり，意味と構文機能の両面において，もはや同類提示から変

質してしまっているのである。　　　　　　　　tt

　この二語のくみあわせば，まとまって「すべて」「ぜんぶ」のような全数を

あらわす数量名詞にちかくなっている。そのことは，単に意味のうえだけでな

く，つぎのようにふたつの構文機能的な性格をおびてきていることからもいえ

る。

　そのひとつは，格形式をもつことである。

　　（197）　どれもこれもが写楽のhGに映ったような一種のグロテスクなおもしろみを

　　　　持って，彼の目に映って来た。（暗夜255）

　　（19S）　それほど私には，その何もかもが親しくなってみる。（風立玉62）

　もうひとつは，ていど修飾語と陳述語の中聞のような機能をもつことであ

る。

　　（192）　さうすれば今までのことが何もかもばれて了ふ。（多構360）

　この章にはいるとおもわれる用法に，もうひとつ，「～モ　ナニモ」という

くみあわせがある。

　　（199）　二董EI泊めることは安いことだけれど，お米も何～㍍ないのよ。（放浪278）

　　（2ee）　肩轡きも何本ない彼の名刺など出したところで，何ものであるか，知る由も

　　　　な㌔、o　（f・k活252）

　これも，撫養と機能の面で同類提示的でないことによって，ここにあげるわ

けである。これは，まえの名詞が語い的に鐵由である点において，まえのもの

が語い的に固定して一語化のきざしをみせているのとくらべて，より文法的で

あり，こっちのほうが，この章にとって典型的だといえるかもしれない。

付．不定称の語のとりたて形からの派生

　佐久闇は，「だれもかれも」などにつづいて，喝更不定称の語に「も」がついた

場合，，のことをのべている。
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（人）

（事物）

（処）

（方角）

（方法）

（時）

　そして，だいじなことは，

　　　　これらは熟して一語となったものと見ることが出来るのでして，往々アクセン

　　　　トの著しい変化を遂げてみることを指摘したいと想ひます。

　また，このアクセント変化だけでなく，意味についても，

　　　　かういふ風な表門の手段は，全禰的な否定，手つよい否認の場合に適用されて

　　　　効果を発揮するものです。

のように，陳述的な意味の生じることをあげている。

　佐久閥のこのかんがえを補強するために，もうひとつ機能齎からのうらづけ

をほどこすならぽ，それは，この派生語が，おおくのばあい，佐久間のあげた

例文のようにではなく，つまり，主語や対象語のようにではなく，同格の独立

語的成分というか，陳述藷のようにつかわれることである。この傾陶は，「ど

れもこれも」のばあいよりもつよい。

　　（201）　それ以外に頼るもの鉢継なかった。（春琴王54）

　　（202）そして墨撮拠⑳ないこの不安に（くれ40）

　　（2C3）はるかな宇宙空聞にみられる星空皇ち窒夢みな銀河系から遠ざか．，ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ttt三：欝9”）

　以上は陳述認詞化へのみちについてのべたのであるが，いっぽうでは，全称

の代名詞へのみちもあゆんでいて，そこでは格があらわれる。（ただし，「な

にも」「どうも」はべつ。）

　　（2臼4）　ξオ窯蕪男茎うつくしく，気がきいている。（高崎i7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひっかかり　　（t？er」）仕舞ひ頃ζこは，仲子を除いた誰もが，初めの一寸した心持の引懸は忘れてし

　　　　まった。　（イ申子175）

　つぎのような例が，もしハダカ格のよびかけをあらわす用法だといえるとし

たら，あたらしい代名詞への転化はかなりすすんでいるといえよう。
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だれも来ない。

（どなたもお兇えになりませんこ時として〕お留守です，）

加覧も〔ナンニモ〕埜。

どれも役に立たない〔だめだ〕

どこもすいてるない〔満貫だ〕

どっちもいけない〔行きどまりだ〕

どうも｛：ヒ方力1ない　〔困った〕

いつもうちにるない〔出てみる〕

　　　　　　　これを派生語とみていることである。



　　（206）　鉱野卑も，今が御臨終でございますそ。（出豪218）

　なお，このあたりのことは，さきにあげた（91）例などといっしょにして考察

をふかめる必要があるとおもわれるが，いまのところ，ほかにデータをもちあ

わせないので，ふかいりすることはさけたい。

8・強　　　調

　数量名詞のrも」によるとりたて形は，強調，または，Uおおよそのていど”

の例示のはたらきをもつ。

　　（207）現腸から，買二∠二五塗嚢，離れとるのですから（康慮355）

　　（208）一人あて戴合もありゃ，まあよからうわい。（生活176）

　まえの例が《験調”で，あとの例が奴おおよそのていどの例示”である。後

者については，つぎの章でのべる。

　数蚤の強調には，その数量がおおきいそと強調する大墨評価強調とちいさい

そと強調する小量評飯強調とがある。

　述語が肯定であるばあいには，大量評価になる。

　　（2eg）　だけど，いまは，私もあれから十年も年令をとりました。（放浪301）

　　（2粉　春琴の家には棊公人が五六人も使はれてるる（春琴176）

　　（211）　ノいレソ儲こもなって（厭が297）

　　（212）　硬箋十枚にもあまる速達の手紙を，II｝一it：き（潮騒！50）

　1巣位，または，それよりちいさい数量であっても，述語が肯定であるばあ

いには，大峰評価になる。

　　（213）　叔父の家ヘーヵ月も泊っているというのは（自由336）

　　（214）　今日の’tイケヤ・セキ慧星”は，あの場合より更に十分の一も太陽に接近す

　　　　るから大変である。（未知321）

　述語が否定のぼあいには，小量評価になるものと大量評価になるものとがあ

る。つぎの例は小量評価である。

　　（215）　　’銘前後まだ三乃こElもたってし・｝t．£し・今　（i読⇔，倶誤廷音i‘1956．8．　p。292）

　　（216）季節が暑くなれば雨があって三｝ヨも発ないうちには雑草は驚くべき遜速な発

　　　　達を逐げる。（土97）

　　（21？）　まだ三つにもならない彼の子供が（機械8）

　1単位をあらわす単譜でも，それが連続量ならこれになれる。

　　（218）　一一一一寸にも足りないわらじ（肉由362）
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　つぎの例は大量評価である。

　　（219）　石川欝，もう三筆も飯を食わないが，まだ強階を張るのかね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土方鉄1973「狭山の黒い雨」85場）

　　（22の　何だい，十Nも象りつきやがらないで，どっかにいいコレでもできたのかい？

　　　　（長谷川和彦1974「宵待草」31場）

　　（221）　やつはオリンピック選手じゃないんだから，1時聞に20キロもはしれない

　　　　よ。　（資し料夕←）

　不定の数量詞のばあいも，同様にはたらく。

　肯定のばあい

　　⑫2）その火がいまでも燃えてるって，あたし何べんもお父さんから聴いたわ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（銀河308）

　　（223）晴れた夜空を，r．　一一キ星の赤い尾が幾重にも横切って行くという。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラll気1321）

　否定のばあい

　　（22の　浜にはいくらも人が出てみなかった。（波382）

　　（225）現在は地元の小学校ですから何程もかかりませんが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（婦人之友1956．11．p．114）

　　（22の　沸吉は或るLJぶらりと出て行った儘，幾日も帰って来なかった。（夫婦29）

　曽我松男1975「係助詞「も」の構造についての一考察」は，その「2．強調の

「も」と数量詞」において，この問題をあつかっている。この論文は生成文法

の方式をつかって説明をこころみているが，要するに，その数量調による修飾

が述語のさししめすことがらのもつうちけしをふくめた側面にかかるか，うち

けしをふくめない側面にかかるかによって，大量評価になるか小量評価になる

かがきまるというものである。

　　　　（37）　ビールは三本も飲まなかった。

　　　　（38）学生は十人も来なかった。

　　　　（39）　戸は三つもあかなかった。

　　　　　上例（37）は，「ビーールを二本ぐらいしか飲まなかった」というよ5な場合に

　　　　も使えるL，緻まないビールが孟本も残った」というような場合にもいえる

　　　　だろう。例文（38）は，「学生が九人ぐらいしか来なかった」というような場合

　　　　にも，「来ない学生が十人いた」という時にも雷えるはずである。例文（39）は，

　　　　「戸が二つぐらいしかあかなかった」というような場合にも，「あかない戸が三

　　　　つあった」というような場合にも雷えるだろう。これらのいずれも，繭者は景
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　　　　の少なさを強調し，後者は鑑の多いことを強調している。

　てっとりばやくいえば，「十人来なかった」の「も」によるとりたてならば

大量評価，「十人は来なかった」のとりたてならば小量評価だということであ

る。他の例もこれで説明できる。

　曽我のこの論文は，数量名詞の「も」によるとりたて形のもつ強調のあらわ

れかたの傾向をみいだした点において評価される。しかし，これは傾向であっ

て，絶対ではない。うちけしの意味までふくめた側面において述語にかかるば

あいにも，ふくめない側面において述語にかかるばあいにも，大量評価強調と

小量評価強調があるのである。

　まず，うちけしの意味までふくめた側面にかかるぼあいにも，小量評価にな

るものがある。（216）はその例で，そのことがら的な意味は見ないのが三日と

いうことであって，三Bよりすくない一日とか二日ということではない。しか

し，これは，「たったの三日」という意味，つまり，小量評価である。

　つぎに，うちけしをふくめない側面にかかるばあいにも，大量評価になるも

のがある。（221）はその例である。「20キロも，そんなに多くは」の意味であ

る。瞥我のあげた「十人も来なかった」が「九人ぐらいしかこなかった」の意

味であるばあいにも，　「十人？　そんなにたくさんはこなかった」というばあ

いもあるのである。

　しかし，蛍我のいっていることは，傾向としては，たしかにそうなのであっ

て，じっさいの使用例も楽照の説明のあうものがおおい。つぎの例のようなば

あい，「やしなえませんから」としてもよいのだが，じっさいには，この例の

ような分析的な述語になるものがおおいのも，この傾向のあらわれだろう。

　　（227）だけど，私が三εiも四［llも養うわけにゆきませんから。（入間35）

　この章でのべている更茎葉”の用法のうち，つぎの例を，阪田1971は，く⑧

時間・数量などの限界を表わす”もののなかにいれている。

　　　　○一つ百P］もしない。

　このぼあい，く限界”をあらわしていることはまちがいではないが，「一つ百

円はしない」のばあいも更限界”をあらわしており，これを「も」によるとり

たて形の特性だとはいえない。というより，むしろ虻官界”は，「は」による
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とりたて形のほうにふさわしいだろう。「も」によるとりたて形のばあいは，

ひじょうに安いねだんとしてのtt百円”，あるいは，ひじょうに高いねだんと

しての更更百円”よりたかくないことを強調しているとみたほうがよいだろう。

　大量評価強調のrも」によるとりたて形は，あとに「の」がくっついて，連

体的にもっかわれる。

　　（228）お前なんでそんな金をとった位で二年もの鋼になるなんておかしいやないか

　　　　いうてな（真空197）

　　（229）　この無数の星雲のひとつひとつが百億も千億もの憶星の大集瓢であって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（字宙90）

　　（23の　眼を窓に向けると，窓外はいっか暗くなって，窓硝子に窯内の暖気が幾十も

　　　　の水滴を流してみた。（闘牛131）

　不定称のばあいには，「が」がついて，格形式となることがある。

　　（23i）小船が大泊り湾をと1義るとき何頭もが，岩にならんで見おくっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高崎22）

　大鐙評価，小男評価に似たものとして，副詞に「も」のついたものがある。

これらも，ていどのつよいことをあらわすが，いまのところ，大量評価・小量

評価といえ，るかどうかわからない。

　　（232）　奈良の公園に，シカがいることは，むかしからあまりにも有名であるが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（rI祷海奢28）

　　（233）天漢三年の秋に飼奴が又もや一門を犯した。（広陵18の

　　（234）　どうしてああも生きてるんでしょうね。（厭が297）

　　（235）　彼女は，更：めて，こんな下馴厄介な良人というものを考えてみた。（庶｛由35D

　　（236）　私は展敷のそんなにも元気になったのに驚いたが（機械30）

　　（237）　そんなに訳なくも出来ないけれど（桑の137）

　　（238）　よくも伺ひませんでしたけれど（破戒316）

　　（239）深くも追及しかねるので（春琴166）

9．　おおよそのていどの例示

　阪田はtt⑧時間・数墨などの限界を表わす”として，つぎの諸例をあげた。

　　　　〇三日もあればできるでしょう。

　　　　○一つ百円もしない。

　　　　○おそくも九時までには婦ります。

　このうち，第2例については前章でのべた。また，第3例は，「おそくても」
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「きれいでも」などと同様，ゆずり形としてあつかうべきものであるので，今

園の研究の対象としてはとりあげなかった。

　第1例のばあい，この例はたまたますくない例であるが，おおい量のばあい

もあIJ｝，また，意味からいっても，「三日以内」ではなく，だいたい三日ぐら

いということであり，限界というのは，まずいだろう。

　教科研1963は，「3．大体の数量を表わす」として，つぎの例をあげてい

る。注31）

　　　　○そこから　十キロも　歩いたかと　思われる　ころ，日が　くれた。

　　　　Oあと　二百円も　あれば　あの　万年筆が　買えるのだが。

　ここには，推量的な表現と呼応する例と，条件形と呼応する例があがってい

るが，永野1951と鈴木1972aは，それぞれ前者・後者の構文的条件を積極的に

記述している。永野は奴おおよその程度の例示。（推量・疑問などの意味が後

続する。），，として，つぎの例をあげた。

　　　　〇二十メe・“一トルもあろうかと思われる高い天幕のてっぺんではハシゴ乗りの曲

　　　　芸が始まっている。

　鈴木はtt条件句のなかで大体の数量をあらわす。”として，つぎの例をあげ

た諮32）

　　　　○あと　三年も　すると，この　自動事は　つかいものに　ならなくなる　だ

　　　　　ろう。

　曽我もこの種の闇題にふれ，つぎの4例をあげて，「いずれも，最大値の強

調か最小値の強調か，あいまいである。」とのべている。

　　（52）三十マイルも行ったでしょうか。

　　（53）三十マイルも行けば，次の町に着くはずです。

　　（54）一w－pt：万円もありますか。

　　（55）一万円もあれば，大丈夫ですよ。

　条件句・節や，推量文のなかでこの用法があらわれるのだが，はじめの三者

が，おおよその数墨をあらわす一一つの用法だとみているのに対して，蟹我は二

つの用法があって，そのどちらかということがあいまいなのだというふうにみ

ている点がちがっている。

　ここにあげたような例文は，そのとりたて形でつかわれた単語のところにプ
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ロミネンスをおけば，条件句・節，推量・疑問文のなかでつかわれていても，

強調になるが，ふつうのばあいには，だいたいの数量をあらわすとおもわれる

ので，ひとつの用法とみることにした。

　　（24e）一人あて五合もありゃ，まあよから5わい。（生活176）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びき
　　（241）大抵五銭も出せば立派なものが一尾買へる。（思出200）

　　（242）　だが一週間も経つと，件の立派なリボンが埃と脂で黒光りする様になった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（故1臼201）

　　（243）　もう一日もしないと優勝の見透しがっかないという意味であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（べ一一スボール・マガジン1956．11．P。88）

1G．　その他の用法

　以上のべたほかに，まだ位置づけのできないいくつかの用法をここにあげて

おく。

1）　副詞のとりたて形のうちのあるもの

　　松下！930は，聖特殊の用法”のなかで，“条件を附加する「も」”として，

「早くも風を食って逃げてしまった。」などの例をあげ，つぎのように解説して

いるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む　　くほ　くう
　　　　　彼は風を食って逃げた。而もおまけに早くだよ。逃げただけなら驚くに当ら

　　　　　ないが果くといふ条件も加ってみる。

　　　　の意で，「川町v之」の意がある。「一」を認めるのみならず「一」をも認める

　　　　意である。

　この用法は，とりたて形にすることによって，はなしての（小説の地の文で

は，主人公のばあいも）評衝・解釈的な要素がつけくわわるようにおもわれる。

　　（24tl）　ところが先生は早くもそれを見付けたのでした。（銀河243）

　　（2彗5）　あえなくも菜っぱと小烏の感傷が，桃色の甘い綿菓子に変ってしまった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（放浪288）

　　（2紛　意外にも彼女はにべもなく峻撞した。（春琴166）

　　（2の　幸ひにも未亡人をもう一度ヒステリにするやうな相手に出逢はないうちに彼

　　　　等はど5にか買物をすました。（真知159）

　　（2・18）　この荒療治のお蔭で，不幸にも蘇武は半鰯昏絶した後に又息を吹返した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（李陵191）

　　（249）　この斎藤が不遜にも文学のことを気にかけてるのだナ。（むら320）

　　（250）その代り三三の朋子へ，懐しい気持が集申されて，珍らしくも僑之は，優し

　　　　い愛撫を与へたりした。（多情349）
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　　（251）　そういうお箭がだな，よくも正月のような時に家を響けられたよ。（くれ26）

2）　「～のひとつも」という表現

　「～のひとつも」という表現は，一定のモーダルなニュアンスをおびている。

たいしたことはないが，それでも一定の髄値はあるというようfs　・＝ユアンスで

ある。

　　（252）　篠原は冗談のひとつも需ふ心算であったが，（故暇183）

　　（253）少なくとも，手土産代りに，スーツの一つも，買ってやれる財力と共に駒子

　　　　の許へ帰る必要がある。（自由336）

　　（25の　おきんは芸者上りのヤトナ数人と連絡をとり，派出させて仲介の分をはねる

　　　　と相当な儲けになり，今では電話の一本も引いてみた。（夫婦17）

3）名詞の「も」によるとりたて形と形容詞のくみあわせ

　「足どりもかるく」「こころもうきうきと」のように，名講の「も」によると

りたて形と形容講がくみあわさって，副詞句になるものがある。

　　（255）女中もそっけない切口上で，畳ざはりも荒々しく出て行った。（多情303）

　とくに，「～モ　ナク」r～モ　ナシニ」は，おおくの例がある。

　　（256）私が理由もなく殴られたので（機械30）

　　（257）雲もなく，晴れた空は（野火140）

　　（25S）前ぶれもなく昔風な土聞の入口に立った。（多情300）

　　（259）彼は牙蠕に根拠もなしにその女をおとなしい，素人くさい，善良な女というふ

　　　　うにいっか心で決めてしまっていた。（暗夜259）

　　（260）　けさから殆んど小止みもなしに降りつづいてみる。（風立156）

　これらは，「も」でとりたてられないばあいは，ハダカ格であらわれるとお

もうが，（255）のようなばあい，「畳ざわり：荒々しく」とはいえそうになく，構

造の分析がよくできない。永野は「際限もなく」「年甲斐もなく」「すきまもな

く」などを，阪田は「際限もなく」を罵面心”としているが，もし強調であれ

ば，この連語ぜんたいの意味を強調するてつづきとして，名詞をとりたて形に

するのであろう。

　これらのくみあわせで固定したものもたくさんある。

　　　　アテモナク，エンリョモナク，オトモナク，　クッタクモナク，　コノウXモナ

　　　　ク，サイゲンモナク，トメドモナク，ニベモナク，ナ＝ゴコロモナク，ハテシ

　　　　モナク，ホドモナク，ワケモナク，イチモニモナク，など。
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　また，形容詞句として固定したものもおおい。

　　　　アテモナイ，カクレモナイ，クッタクモナイ，コノウエモナイ，スベモナイ，

　　　　ゼヒモナイ，ゾウサモナイ，　トリトメモナイ，ムリモナィ，ワケモナイ，シル

　　　　ヨシモナイ，など。

4）句・節・文のパターンとして位置づけなければならないもの

　松下1930は，響も」の特殊の用法”として，いろいろのパターンをあげてい

る。これに佐久間，阪田のつけくわえたものをふくめて，ここにあげておく。

　a）○飲みも噛んだものだなあ。三人で四升飲んだぜ。（松）

　　　○泣きも泣いた，一義間ぶっとほしサ。（佐）

　　　○正宗を切れさうなとはほめもほめ（佐）

　　　O飲みも飲んだり，一晩で二升もあけてしまった。（阪）
　　　　　　　　　　　　　　かど
　b）○わっちらが内も内さと門に立ち（佐）

　　　○北も北，北海道の果だ。（阪）

　c）○「御迷惑ですか。」ヂあ、迷惑も大迷惑だ。」（松）

　　　○「彼奴は少し馬鹿の様だなあ。」rあ、馬鹿も底抜の大馬鹿野郎だ」（松）

　d）○私の店は東京も銀座の糞中です。（松）

　　　○東京も神田の生まれですからね，本轟の江戸っ子ですよ。（阪）

　e）○学生も学醜だが学校当局の態度もよくない。（松）

　　　○子どもも子どもだが，親も悪い、（阪）

　f）　○資格も資格だカミ実プコカ；第一だよσ　（松）

　　　○繧致も繧致だが素行を調べる必要がある。（松）

　　　○飯も飯だカミ先づ一靖不遺らう。（松）

　　　○飯も飯だが，まず酒だ。（阪）

　　　○「スープがぬるくなってしまったでしょう。」「ぬるいもぬるいが，塩気が足り

　　　　ないね。」（阪）

　9）○よく出来てらあ，砲…も甦なら簸も裳慶だ。（松）

　　　○亭主も亭主なら，女房も女房だよ。（佐）

　h）○看も君ぢやないか。しっかりしろよ。（事情も事櫨だらうが）（松）

　圭）　○働くことはよく舞むくが食ふこともよく食：ふ。（佐）

　これらは，とりたて形の用法の問題であるというよりは，とりたて形をふく

む句なり節なり文なりのパターンの問題である。たとえば，e）～i）は，いずれ

も，とりたて形の用法としては，同類提示であって，特殊なのは，そのパター

ンである。だから，これを解萌するには，構文のパターンを研究しなければな

らない。そのためには，特殊でない主旨解文についての基礎的な理論が必要で
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あろうし，また，たとえば，つぎのような「も」によるとりたて形をつかわな

い特殊構文との比較も必要であろう。

　　○しごとはしごとだから，さぼれない。

　　○しごとがしごとだから，さぼってもよい／さぼれない。

　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に．

　「も」によるとりたて形の記述をすすめるにあたって，つぎのような観点に

たった。

　1）形態論的な観点から，その語形の性格とかたちつくりのてつづきを記述

　　した。

　2）　その語形のもつ文法的な意昧を，その語形のもつ構文機能との関連で記

　　述した。

　3）　この語形が多義的・多用法的であるとみとめて，そのどれが基本的であ

　　り，どれが派生的であるかをみわけ，その派生の経過をみようとした。

　4）基本的な用法から派生的な用法へと発展していくばあい，その意味ない

　　し機能は，なんらかの意味で変質していくのであって，そのため，全用法

　　を通じて共通の意味があるという保証はないのだというかんがえかたにも

　　とついて記述した。

　「も」によるとりたて形のいろいろな用法の関係は，つぎのようなものとみ

られる。

　　1．　他と同類であることの提示
　　　　　　　　　］
　　　　　　（提題的なもの）

　　　　　　　　　L、．鰭を。め蚊の蝿翫

　　　　　　→　3．極端例の提示

　　　　　　　　　　　　→　4．　つよい否定的主張

　　　　　　　　　　　　一＞5．　数量名詞・ていど副詞による全面否定

　　　　　→　6．一対の語による代表的提示
　　　　　　　　　L，．碇称の語をふくむ一対の語による代表的翫
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関連づけられなかったもの

　　　　8．強調

　　　　9．おおよそのていどの例示

　　　　10．　その他の用法

　注

1）単語の認定の問題は，鈴木重幸1972b「文法と文法指導」の「第2部　学校文法

　批判」51～121ページにくわしくのべられている。

2）63ページと178ページ。

3）国立国語研究所報告3「現代語の助詞・助動詞一灘法と実例一」は，その

　「刊行のことば」と「はしがき」に永野賢所員が握当したとかかれているので，以

　下「永野1951」と略す。

4）以下，阪田1971と略す。

5）184ページ。

6）ふたつ以上の単語のくみあわせによる一語形相愚のまとまりを分析的な語形

　analytical　formとよぶ。たとえば，市河三喜「英語学辞典」の「Conjugation」

　の項には，t喚語の活用の単純イヒは綜合的（synthetic）な文法形式がOE以後ME

　を経て次第に分析的（ana！yeic）になったものである。”のよ5な説明がある。

7）　Lesson　18

8）この本は明星学園・国語部1968「につぼんご4の上」の解説書でもある。関星

　1868は鈴木1972に先行するが，鈴木1972のほうが説関がくわしいので，参考資料と

　しては，こちらをとることにした。

9）動詞や形容講などの性質を虚しながら，格など名詞的なカテゴリーをそなえてい

　るもののこと。「つり」「ひかり」などは，語い的派生名詞であって，これでない。

10）ひとつの動詞相当の語形変化の組織をもつ，派生形式。文法的な性格をかえるけ

　れども，語い的な性格をかえないので，このようによぶ。たとえば，うけみ相の「よ

　まれる」，持続態の「よんでいる」などは，もとの動講rよむ」が「よむ一よ

　んだ一よもう一よめ」と語形変化をするのと闘様に，rよまれる一一よまれた

　一よまれよう一よまれろ」「よんで　いる一よんで　いた一よんで　いよ

　う一一よんで　いろ」のように変化する。しかし，「よまれる」「よんでいる」は，

　語い的性格が「よむ」とかわったわけではなく，字びきの見出しにもたてられない。

　このよ5なものが文法約な派生動詞である。「よみも　する」は，rよみも　する一

　一一よみも　した一よみも　しよう」のように語形変化する。

11）「よんでも∬たかくても」のような形を鈴木1972aでは星逆条件の形”とよんで

　いるが，わたしはttゆずり形”とよぶ。（高橋1975参照。）なお，永野1951は，この
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　語形のうちの，うしろの部分「ても」をきりはなして，曜腰続助詞”としてあっ

　かっている。

12）いわゆるtt形容動詞”をふくむ。なぜそうするかについては，鈴木1972　aの428

　～432ページ，高橋1975の173ペー一一一ジにかかれている。

13）形容詞やいわゆる｛t形容動詞”のいわゆるtt連用形”には，形容調の申止形とし

　てとらえるべきものと，醐詞としてとらえるべきものがある。ここにあげたものの

　なかには，その後者に属するものがふくまれる。

14）コピュラは，もともと，名詞を述語形にするためにくみあわせる補助的な単語で

　あるが，もうすこしひろくとって，述語に一定のモーダルな性格をあたえる補助的

　な蝋語までふくむこととする。このことについては，鈴木1972aの「第16章むす

　び」を参照されたい。

王5）この規定は，布村／975から引用した。

16）奥田1967購吾彙的な意味のあり方」は，多義語の蓋本的な意味は，t｛その存在が

　文のなかでの単語の機能，連語の構造，単語の形態，慣用旬にしばられていないと

　いうことから，自由な意味とよぶことができるe｝tといっているが，これのアナロ

　ジーは，文渋的な意味のばあい，つまり，多義的・多用法的な語形の基ホ的な意味

　のばあいにもなりたつだろ5。

17），18）　永野197王も文の成分でわけて例をあげているが，それはこの報告でのとら

　えかたとちがっている。たとえば，この報告では，objectのことを【｛薄野語”とよん

　でいるが，永野1951は，objectのうち，感情形容詞に支配されるものだけを更t紺一語”

　とよび，他はttpa用修飾語”としてあつかっている。

19）「ボクハ　キミガ　スキダ」ヂカレハ　エイゴガ　ハナセル」「ゾウハ　ハナガ

　ナガイ」「カレハ　ザイサンガアル」などのこと。

20）眠響町語”は，教科研1963による。

21）鈴2〈1972　aの231ペーージからの引用。

22）654ページ

23）657ページの表

24）233ペーージ。1952年版の222～223ページは，いいまわしがすこしちがう。

25）349ページ。

26）「陳述語」は教科研1963による。

27）236ページ。1952年版では225ページ。

28）40ページ。

29）42ページ。

30）「ならべ形」とは，いわゆる鱈並立助詞”のついた議形。なお，このことは，1－1

　のあとのa）でのべた。

31）80ページ。

32）239ページ。
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資　料

　資料は，主として「動詞の意昧・用法の記述的研究」等でつかわれた文学作

品・論説文などのfU　・一ドを利用し，あわせて，「現代雑誌：九十種目用字用語」

の調査につかわれたものや，現在おこなっている「現代蟹本語文法の記述約研

究」のために採集したものも，すこしくわえた。あとの二者については，出典

をそのまま例文にかきそえておいたが，前老の資料は，つぎのとおりである。

なお，例文にそえた二文字は作品名の最初の二文字，数字はページである。

〔文学作品〕

1900

1901

1906

1910

1913

1916

1917

1921

1923

1923

1923－v24

1926

1926

1928

1928・一29

1939

1930

1930

1932

1935一一・36

1936

1937

1937

1938

1939

花
郵
村
上
吉
三
郎
哉
曲
弾
作
治
子
三
直
子
一
子
郵
順
子
作
成
雄
子

酸
塩
藤
　
三
百
万
直
浩
　
孝
賢
百
有
　
芙
利
弥
潤
　
稲
健
康
辰
か

　
憂
欝
塚
木
田
田
賀
野
見
井
沢
本
本
永
　
光
上
崎
見
多
木
端
　
本

　
　
　
　
　
　
保

泉
徳
島
長
皇
霊
久
志
宇
里
滝
密
宮
山
徳
林
学
野
谷
蕩
佐
島
罵
堀
岡

高野聖

思出の認（上）

破戒

土（上）

桑の実

出家とその弟子

末枯

暗夜：行路（前）

子を貸し屋

多情仏心

無限抱擁

銀河鉄道の夜

伸子（上）

波

太陽のない街

放浪記

機械

真知子（羅ij）

春…琴抄

故欄忘れ得べき

くれない

生活の探求

雪国

風立ちぬ

河明り

　　50

岩波文庫

　　tt

　tt
　　tl

　　tt

　It
新潮文庫

岩波文庫

新潮文癖

岩波文庫

新潮文鷹。

岩波文庫

　ti

　ll

　　lt

薪潮文庫

　tt
岩波文庫

　it
新潮文庫

　rl

　Jt
岩波文庫

　II
薪潮文庫



19羅3

／9婆7

1948

194．9

19・t・9

1959

1951

1952

工．95つ．

］．g．r）・・i

／959

助
　
敦
　
雄
郎
彦
〃
嬉
叫
六
　
W
†
　
宏
　
夫
　
治
　
…
蕊

之
　
　
　
　
　
　
　
紀

俘
　
文
次
魔
　
文
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
重
達

横
島
羽
仏
宮
上
子
闘
闘
島
野
川

織
中
置
大
照
井
獅
大
野
三
中
石

〔論説文など〕

　1916　　　河　上

　19／9～22阿部次
　1920～41　三　木

　1934～51　　fJ、　　材く　秀

　1946　　　武　釜　三三

1948

1936

19611

196ro

1964

1964・w65

1965

1966

1966

1966

1966

湯　川

擾　岡

梅　纏

夫婦諮裁

野里

厭がらせの年齢

帰郷

落城

闘牛

｝雲磁i学校

野火

真空地帯

華押

むらぎも

人闘の壁

　tt

　it

　II

　tt

　ft

　tt

　Ii

　n
岩波文庫

薪一文陣

　tl

　tt

　　肇　　　貧乏物語　　　　　　　　　　　岩波文庫

　　郎　　　人格主義　　　　　　　　　　　角川文庫

　　清　　　人生論ノート　　　　　　　　新潮文庫

　　雄　　　私の入生観　　　　　　　　　　角川文欝‘

　　勢　　　革命期における思惟の棊準

　　　（環代日本思想大系25・科学の碧想1）筑麿馨房

秀　樹　　　物質世界の客観性について　　　　　〃

赫太郎　　　総長就業と廃業　　　　　　　　　〃

忠　夫　　　高崎山

　　　　　　　（現代の敏養6・｛t一｝屯問の前線）筑摩書勢

門　羅　備　弥

藤　田　　　勝

鯛三側聞学芸部

石　照　災一一鄭

関　　　つとむ

　　葵　和　彦

桜　隔　一　鄭

坂　井　利　之

宇宙の謎はどこまで解けたか

物質の根源と宇宙を継ぶ

学問の動き

抵抗の科学

来蜘の星を求めて

入工心臓を体内に

新しい繊維

文字を読む機械

げ
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　　　　麦書房

工藤美沙子　1964　「ハとモ」

　　　　題点」関治書：貌）

阪壌　雪子

坂梨　隆三

佐久間　鼎

佐久間　鼎

佐治　圭三

1971

！97！

19fiO

1952

！975

（時枝誠記・遠藤嘉基「講座境代語6，1：コ語文法の問

ヂも」　（松村明ri三1本文法大辞典」閉治㍑院）
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鈴木　重幸　／972b　「文法と文法指導」菱書房

蛍我　松男　1975　「係助詞「も」の構造についての一＋考察」（「獄本語教育26母」｛ヨ

　　　　　本語教育掌会）

高橋　太郎　！975　1”幼児語の形態論的な分析一一動詞・形容詞・述｝ll名講一」

　　　　　（園立團語研究所報告55）

永野　　賢　1951　「現代語の助詞・助動詞一飛法と実例一」（日立国語研究所

　　　　　報告3）

布村　敏雄　1975　「連用・終止・連体……」（「圃語國文6」密城教樽大学）

松下大三錦　1924　「標準日本文法」紀元社

松下大三郎　1939　ヂ標準H本m語法」中文館

　　　　　　］．961　　i憩復亥q膨〔　（峰席縫）

宮地　敦子　1967　「も」（「国文学42－1」学燈社）おなじものが松村明1969「古典

　　　　　語現代語・伊野助動詞詳説」学燈老ヒにものせられている。

宮B＝i幸一　1948　「Ei野離｝文法の輪郭一n一マ字による新体系打立ての試み一

　　　　　…」三省堂

明羅学園・圏語翻　1968　「にっぽんご4のま＝」麦押房

　　　孝雄　1908　「日本文法論」宝文鐸l

ALFONSO　A。／971　「japanese　Lallguage　Patterns」上智大学L．　L．　Center

　　　　　of　Applied　Linguistics

「付記JALFONSO　1971のVOL　2をあとでみた。そしてその
t’

kesson　26．　MORE　ABOUT　THE　PARTICLE　MO”

が，いままでの研究のなかで，もっとも重要なもののひとつであることを知った。
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